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あまほうし

科に落ちたや

つるし柿

（貞徳）

今では、町内を走いても軒先きに吊るし柿が並んでいるのをあまり見かけなくなりま

した。

「昔は、お菓子じゃの言うものがないけん、軒に何100連も アマボシを吊ったもんじゃっ

た、お正月にはアマポシとミカンで齢をとったものじぁー。 1 と古老が言いました。

吊るし柿のことを方言では少し訛って、チリシガキ、ツルスガキ、チルシガキとも言

います。

つりがぎ、ほしがき 、つるしなどと もいいますが“あまばし”とは方言のひとつだと

思います。なにはともあれ、秋から冬にかけての風物詩があまり見られないのは六み l,

いかぎりです。

さて、皆さんのお家はいかがでしょうか。

〔上石丸、亀井定ーさんの軒先で見かけた吊るし柿〕
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町民のうごき

人口 3,624人 (-10)

男 1,749人(-1) 

女 1,875人 (-9)

世帯数 1, 0 1 9幕 (-4)

（平成元年11月30日現在）
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坂
根
修
氏
を
塾
長
と
す
る
、
四

国
肱
川
皆
農
塾
の
施
設
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
程
完
成
、

11

月
2
7
日
現
地
に
お
い
て
完
成
開
校
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

塾
舎
は
一
七
八
・
三
m
で
、
集
会

室
三
室
、
研
修
生
の
個
室
が
六
室
あ

る。
研
究

・
実
践
に
供
す
る
土
地
は
菅

“
野
松
雄
氏
（
肱
栄
）
前
田
昇
氏
（
松
山
）

か
ら
買
入
れ
た
一
・
三

ha
に
よ
る
実

習
の
場
が
あ
り
ま
す
。

開
校
式
に
は
、
大
野
町
長
、
坂
根

塾
長
を
始
め
関
係
者
二
十
名
が
集
ま

り
開
校
を
呪
‘
'
ま
し
た
。

大
野
町
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

農
業
を
と
り
ま
く
山
村
の
状
況
は
極

め
て
厳
し
い
。
今
ま
で
の
こ
と
を
今

ま
で
の
努
力
で
や
っ
て
い
て
も
駄
目

で
は
な
い
か
と
思
う
。
坂
根
塾
長
は

い
ろ
ん
な
体
験
を
さ
れ
て
き
て
い
る

が
、
こ
の
地
に
お
い
て
、
い
ろ
ん
な

実
験
を
通
し
て
活
躍
を
い
た
だ
き
た

い
、
そ
れ
ら
を
と
お
し
て
、
地
域
や

町
が
新
し
い
空
気
に
ふ
れ
る
こ
と
が

で
ぎ
る
と
述
べ

、
坂
根
塾
長
は
、
肱

川
町
に
来
て
三
つ
の
仕
事
の
目
標
を

も
っ
て
い
る
、
①
自
分
が
こ
こ
で
百

姓
で
生
計
を
た
て
る
、
野
菜
を
つ
く

り
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
い
、
農
業
で
立
派

に
や
っ
て
行
け
る
こ
と
の
実
証
。
②

文
章
を
書
く
趣
味
を
い
か
し
、
年
に

一
冊
程
度
の
単
行
本
を
発
行
し
た
い
。

③
農
業
後
継
者
の
育
成
、
今
ま
で
は

都
市
の
百
姓
志
願
者
を
育
て
て
来
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
農
家
の
志
願
者
も

含
め
て
農
業
後
継
者
づ
く
り
に
取
り

組
み
た
い
と
熱
意
の
あ
る
あ
い
さ
つ

が
あ
り
い
よ
い
よ
皆
農
塾
が
開
校
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

開
校
に
併
せ
て
、
手
造
り
鶏
舎
で

は
す
で
に
百
羽
余
り
の
鶏
が
平
飼
さ
れ

て
お
り
有
精
卵
を
産
み
始
め
て
い
る
。

集
会
室
に
は
塾
長
の
モ
ッ
ト
ー
で

あ
る
『
明
る
く
な
け
れ
ば
百
姓
で
は

な
い
』
と
い
う
軸
が
掛
け
て
あ
り
、

ど
う
や
れ
ば
、
ほ
ど
ほ
ど
に
、
楽
し

く
農
業
が
出
来
る
、
戸
こ
っ
、
J

て
、
塾

生
を
始
め
消
費
者
と
の
交
流
を
深
め

な
が
ら
、
本
物
農
業
に
つ
い
て
考
え

お
気
軽
に
電
話
で

皆
農
塾
へ
お
と
い
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望
喜
喜
喜
喜
喜
塁
暑

JL

璽
JL

、
翌
加
響

本
当
の
消
況
痣
顧
渚
農
且
旦

炉
ぶ
唸
L

汝
徊
辰

翌
葦
喜
喜
喜
喜
醤
紘
澗
遷
震
派
澗
警

た
い
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
皆
農
塾
は
、
都
市
部

か
ら
の
研
修
生
受
入
れ
だ
け
で
な
く

有
機
農
法
、
自
然
農
法
を
求
め
考
え

る
人
な
ら
誰
で
も
よ
く
、
町
内
地
域

の
皆
さ
ん
も
大
歓
迎
と
い
う
こ
と
で

す。
入
塾
費
用
は
、
一
年
間
研
修
生
は

入
塾
金
五
万
円
、
研
修
費
十
五
万
円

（
食
事
・
宿
泊
費
含
む
）
。

短
期
研
修
生
(
-
日
限
り
で
も
可
）

年
会
費
三
千
円
、
食
事
代

一
食
三
百

円
で
す
。
そ
の
他
観
光
、
農
場
見
学

な
ど
自
由
で
す
。

塾
長
の
坂
根
さ

ん
は
、
入
塾
と
か

研
修
な
ど
と
堅
苦

し
く
考
え
な
い
で
、

男
女
年
齢
関
係
な

く
誰
で
も
結
構
、

気
軽
に
皆
農
塾
に

是
非
一
度
お
で
か

け
下
さ
い
、
健
全

な
農
業
に
つ
い
て

皆
ん
な
ご
萌
上
口
っ

て
み
よ
う
で
は
な

い
で
す
か
と
言
っ

て
い
ま
す
。

、ヽゞ
I
i
i
 合

わ
せ
下
さ
い
。

6
0
八
九
三
ー
三
四
ー
ニ
三
五
三

な
お
坂
根
修
さ
ん
の
著
書
を
読
み
た

い
方
は
併
せ
て
ご
相
談
下
さ
い
。

「
ほ
ど
ほ
ど
に
食
っ

て
い
け
る

百
姓
入
門
」

「
痛
快
、
気
ば
ら
し
世
直
し

百
姓
の
塾
」

「
ブ
ラ
ジ
ル
物
語
」

「
ほ
ど
ほ
ど
に
食
っ
て
い
け
る

過
疎
地
入
門
」

住
む
町
に

心
を
こ
め
る

心
を
み
た
す

町
長

わ
が
国
の
白
書
、
青
書
の

五

印

類

は

三
七
も
あ
る
。
国
民
生

活
白
書
を
見
る
と
、
食
糧
、

家
具
な
ど
の
支
出
が
減
り
、

交
通
々
信
、
レ
ジ
ャ
ー
、
教

〗
風

~
育
費
の
上
昇

3

た
め
て
買
う
で
な
く
買
っ

~
て
返
す
。
高
級
志
向
と
と
も
に
安
く
て

~
も

自
分
の
主
張
に
合
っ
た
も
の
を
買
う

~
意
識
の
変
化
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
気

~
に
な
る
こ
と
は
、
人
口
、
所
得
、
資
産
、

竺
雇
用
、
娯
楽
、
時
間
、
年
齢
間
、
男
女

~

別
、
あ
ら
ゆ
る
格
差
の
拡
大
を
指
摘
し

~
て
い
る
こ
と
だ
。
老
子
は
政
治
の
原
点

~
の

―
つ
に
社
会
格
差
の
解
消
を
あ
げ、

~
均
衡
の理
念
を
説
い
て
い
る
。
社
会
主

~
義
も
世
に
つ
れ
て
と
い
う
こ
と
か
。

~

し
か
し
過
密
は
土
地
、
自
然
を
失
い
、

~
貧
し
ぎ
も
の
は
都
会
へ
、
富
め
る
も
の

~
は
田
舎
へ
の
時
代
に
も
な
り
つ
つ
あ
る
。

~
生
活
は
人
間
の
生
き
方
、
心
の
持
ち
方

~
で
あ
る
。
町
を
考
え
る
場
合
も
同
じ
こ

~
と
で
あ
る
。
老
子
は
単
純
、
平
凡
、
質

~
撲
に
生
き
る「無
為
自
然
の
道
」
を
説
く
。

~
余
分
な
も
の
は
い
ら
ぬ
。
自
然
の
懐
に

~
生
き
る
心
の
や
す
ら
ぎ
が
最
高
の
も
の

~

で
あ
る
。
都
会
と
田
舎
の
景
気
の
格
差

~
を
お
も
い
つ
つ
年
の
終
わ
り
に
。
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第
五
回
目
を
迎
え
た
「
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
」
は

11
月
19
日
（
日
）
肱
川
中

学
校
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。当
日
は
寒
風
の
吹
く
あ
い
に
く
の

天
候
で
し
た
が
、
町
内
外
の
人
達
千

六
百
人
が
参
加
し
終
日
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。今
回
は
、
ふ
れ
あ
い
事
業
推
進
協

議
会
（
川
上
商
工
会
内
）
が
実
施
主
体

と
な
り
開
催
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ソ
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
供

相
撲
大
会
、
イ
ガ
栗
投
げ
大
会
、
ク

ロ
ッ
ケ
ー
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
演
芸
大

会
、
農
業
と
農
産
物
品
評
会
、
林
研

グ
ル
ー
プ
研
究
成
果
展
、
ふ
れ
あ
い

木
工
広
場
、
フ
ワ
フ
ワ
ゴ
リ
ラ
、
ミ

ニ
S
L
、
も
ち
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
、

あなたが笑うと「まち」は幸せ

［肱雷、れあいまつり

今年もみんなの笑顔がとんだ

焼肉コーナーは大混雑

ミニSLは順番待ちで大変

フワフワゴリラは人気の的

展
一
方
即
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
創
作
館

ま
つ
り
、
木
工
品
展
示
即
売
、
青
空

野
菜
市
、
商
工
露
店
市
、
農
協
露
店

市
、
小
型
農
機
展
示
、
林
業
機
械
展

示
、
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
。
そ
し
て
飲

食
コ
ー
ナ
ー
で
は
乳
製
品
と
ウ
ド
ソ

コ
ー
ナ
ー
、
焼
肉
コ
ー
ナ
ー
、
料
飲 ：必

ふれあいの人波、農協のウドンコーナーは大繁盛

組
合
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
盛

り
だ
く
さ
ん
の
行
事
に
校
庭
は
人
ま

た
人
で
ご
っ
た
が
え
し
ま
し
た
。

今
回
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
特
徴

は
、
商
工
会
が
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ

い
交
流
を
主
な
ね
ら
い
と
し
て
、
商

エ
露
店
市
を
始
め
海
と
山
と
の
ド
ッ

キ
ソ
グ
城
辺
町
（
直
送
）
活
魚
、
海
産

物
コ
ー
ナ
ー
、
フ
ワ
フ
ワ
ゴ
リ
ラ
、

ミ
ニ

S
L
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、

こ
ど
も
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り

入
れ
た
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
ら
に
加

え
て
、
町
内
の
各
種
団
体
が
共
催
・

後
援
し
て
文
字
通
り
町
あ
げ
て
の
ふ

れ
あ
い
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
も

り

ま
た
、
今
年
も
愛
媛
の
森
林
基
金

友
の
会
の
人
た
ち
二
百
二
十
人
が
貸

切
バ
ス
で
参
加
し
、
ま
つ
り
を
一
段

と
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

是
非
、
来
年
も
ご
参
加
下
さ
い
。

こ
う
し
て
、
活
気
の
み
な
ぎ
っ
た

ふ
れ
あ
い
祭
り
、
一
日
だ
け
の
騒
ぎ

に
終
わ
ら
せ
ず
、
肱
川
町
の
産
業
・

生
活
・
文
化
を
高
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
を
進

め
る
、
風
お
こ
し
運
動
へ
と
展
開
し

て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

各
イ
ベ
ソ
ト
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

今年は町外の出店も並んで

◎
カ
ラ
オ
ケ
大
賞

藤
井

正
（
小
藪
）

小
樽
の
め
ぐ
り
あ
い

◎
ふ
れ
あ
い
祭
り
賞

林
き
ん
子
（
八
幡
浜
）

人
生
い
っ
ぽ
ん
道

◎
ふ
れ
あ
い
賞

菊
地
ま
ぎ
子
（
宇
和
）

木
曽
路
の
女

上
石
ユ
リ
子
（
上
鹿
野
川
）

滝
の
白
糸

◎
熱
演
賞

子
茂
田
清
子
（
中
野
）
雪
の
華

◎
歌
唱
賞

森
岡
千
景
（
柳
）
出
船
恋
唄

◎
ユ
ー
モ
ア
賞

山
崎
明
（
河
辺
）
片
恋
酒

イ
ガ
栗
投
げ
入
賞
者
、
子
供
相
撲

大
会
成
績
表
は

7
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。 ドオシ

[
"
L
J . ---
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好評持設舞台ではカラオケ演芸大会
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健康が1番、健康世帯の表彰

自
分
達
の
健
康
は

自
分
達
で
守
ろ
う

11
月
19
日
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に

合
わ
せ
て
、
第

一
回
肱
川
町
健
康
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
の
保
健

施
設
事
業
と
し
て
、
平
成
元
年
度
、

国
の
指
定
を
う
け
、
一
層
の
被
保
険

者
の
健
康
増
進
を
は
か
る
た
め
、
国

か
ら
の
補
助
を
う
け
て
実
施
し
た
も

の
で
す
。

記
念
式
典
で
は
、
昭
和

63
年
度
無

受
診
世
帯
の

19
世
帯
の
方
を
健
康
世

帯
と
し
て
表
彰
し
、
記
念
品
を
贈
っ

て
一
年
間
健
康
に
過
ご
さ
れ
た
こ
と

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

又
、
大
谷
地
区
を
保
健
推
進
モ
デ

国
民
健
康
保
険

ル
地
区
と
し
、
推
進
協
力
員
と
し
て

手
伝

っ
て
頂
く

10
人
の
方
の
委
嘱
を

行
い
、
中
本
富
志
恵
さ
ん
の
力
強
い

健
康
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
つ
づ
い
て
記
念
講
演
。
女

流
講
談
師
神
田
陽
子
氏
の
「
人
生
の

出
合
い
と
転
機
」
と
題
し
た
、
講
談

を
ま
じ
え
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
運
悪
く
風
の
強
い
寒
い
一

日
で
し
た
が
、
約
二
百
人
の
方
が
集

ま
り
、
盛
会
な
健
康
ま
つ
り
に
な
り

ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

一
人
当
り
医
療
費
と
国
保
税
の
状
況
、

地
区
別
医
療
費
の
状
況
、
被
保
険
者

の
推
移
、
病
類
別
医
療
費
の
状
況
等

の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
の
展
示
及
び
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
は
、0
食
生
活
、
子
供
の
健
康
づ
く
り

コ
ー
ナ
ー

0
環
境
衛
生
コ
ー
ナ
ー

0

ヨ
チ
ョ
チ
ハ
イ
ハ
イ
コ
ー
ナ
ー

0

ア
ル
コ
ー
ル
体
質
判
定
コ
ー
ナ
ー

0

老
人
福
祉
コ
ー
ナ
ー

0

献
血
コ
ー
ナ
ー

0

ら
く
が
き
コ
ー
ナ
ー
等

約
、
三
百
人
の
入
場
者
に
は
、
参

加
賞
を
渡
し
、
健
康

へ
の
自
覚
を
促

し
ま
し
た
。

II

い
き
い
き
健
康
ま
つ
り
“

回第

図(1)

万円
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国保一人当り医療費と保険税の状況

10 
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／療費）
（国保税）

---------
59 60 61 62 63年度

医
療
費
の
伸
び
と
国
保
税

国
保
一
人
当
り
医
療
費
の
伸
び
は

62
年
度
い
％
、

63
年
度

m％
と
共
に

県
平
均

(62
年
度
紅
％
、

63
年
度
紅

％
）
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
、
国
保
税
は

62
年
度

い
％
、

63
年
度
訊
％
の
伸
び
と
な
っ

て
い
ま
す
。

国
保
税
の
伸
び
が
医
療
費
の
伸
び ヨチョチ、ハイハイコーナーはお母さんがドキドキ

を
下
回
っ
て
い
る
の
は
、
特
別
調
整

交
付
金
と
い
う
、
各
保
険
者
（
町
）
の

経
営
努
力
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
補

助
金
が
あ

っ
た
た
め
で
す
。

（
例
え
ば
、
国
保
税
収
納
率

100%

確
保
と
し
て
鴎
万
円
の
補
助
）
等
。

医
療
費
が
伸
ぶ
と
、
そ
れ
に
伴
っ

て
国
保
税
を
上
げ
な
け
れ
ば
国
保
財

政
は
破
綻
し
ま
す
。

国
保
税
を
上
げ
な
く
て
も
よ
い
よ

う
に
、
各
種
検
診
は
機
会
が
あ
れ
ば

必
ず
受
け
て
、
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
は
か
り
、

「
自
分
達
の

健
康
は
自
分
達
で
守
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
明
る
い
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

第
一
回
健
康
ま
つ
り
は
、
こ
の
よ

う
な
願
い
を
こ
め
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
す
。

み
ん
な
元
気
で
、
明
る
い
笑
顔
の

あ
ふ
れ
る

町
に
は
、
必
ず
大
ぎ
な

「
明
る
い
風
」
が
ま
き
上
が
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

紛。

2000 

1500 

図(2) 被保険者の推移

--¥  

59 60 61 62 63 年度

モデル地区（大谷）保健
推進協力員委嘱者名

部落名 氏 名

白 石 寺岡千代子

影 地 冨永直理子

広 常 香 川 健子

” 沖野 輝子
久 保 前田トシ子
II 大田 恒子

大 平 後藤智江子

大屋敷 岡本喜美子

森 沖田 光香

事務局 中本富志恵

国民健康保険健康世帯被表彰者名（世帯主）

部落名 氏 名 部落名 氏 名
萩野尾 園 富恵 白 石 中田 、ンゲ コ

道野尾 岡 邦善 広 常 氷池 、声CJヽ

山 槌 谷本 一敏 大 平 山本キクエ

嘉 城 岩田フジェ 肱 栄 橋本 正之

” 中岡 義美 小 藪 中岡 辰己

ゴノ土‘ 栄 長田 芳 一 ” 上野 正
中居谷 藤原 留雄 上鹿野川 松岡 利男

” 松本 西夫 蒐野尾 和気 幸三白 石 竹田 義隆 郷 兵頭 長市

” 東 政房 以上19世帯 医療費の状況はグラフで1目了然
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小学生の部 子供相撲大会成績表

区分学年 順位 チーム名及び選手名 参加数

団

息

1 中野 I チーム

体 2 中野 D チーム 21チーム
戦 3 中野 C チーム

4 1 宮尾 尚志（岩谷小）

年
2 和田 卓也（予子林小）

2 2 名
個 3 中岡 哲春（中野小）

生 3 冨永 敬三（中野小）

5 1 曽我 功（中野小）

人 年
2 橋本 智也（予子林小）

3 0 名
3 戸高 陽祐（中野小）

生 3 沖田 修二（大谷小）

6 1 禾1] 気 努（中野小）

戦 2 清水 成仁(//)
年
3 山崎 陽平（予子林小）

2 5 名

生 3 冨永 大街（中野小）

中学生の部

区分 学 /I頂位 チーム名及ぴ選手名 参加数

団
全 1 肱川中 F チーム

体 学
2 ／／ A チ ー ム

26チーム

戦
3 ‘’ B チーム

年 4 // E チ ー ム

↓ こ
1 冨永 航太⑩叫中）

2 上岡 茂樹(//)
3 2 名

個 3 亀岡 政勝(//)

3 山根 勝(//)

i 
1 稲田 博信（河辺中）

人
2 和気 淳⑩叫中）

2 8 名
3 岩岡 広志(//)

3 松本 昌悟(//)

i 
1 内田 征洋⑤訓中）

戦 2 山崎 充(//)

3 古野 巻（河辺中）
3 2 名

3 浅野 誠司 CJ!tl;.JII中）

イガ栗投げ大会入賞者

随別順位 学校名学年他 氏 名 飛距離

1,jヽ
1 中野小 2年 大野しんや 18.00m i 

こ2 南吉井小 2年 山内ともひろ 14.65m 

3 大谷小 2年 寺岡 裕治 14 30m 

？ 1 中野小4年 冨永 周作 23.95m 

i 2 // 4年 堀井 清人 21.20m 

3 予子林小4年 綿弓I 泰充 19.80m 
5 1 中野小 6年 武田 将晃 24.50m 
し

i 2 予子林小 6年 山崎 陽平 24.40m 

3 // 6年 東 明秀 20.40m 
中 1 五十崎中 3年 宮田 25.40m 
学

生 2 河辺中 2年 小）l | 知春 20.00m 
の

1年 小）11 博美部 3 // 10.90m 

嚢 1 汗 生 土居 裕二 32 30m 

喜
2 市の畦 三好 修 30.45m 

3 大和 神井恵一郎 28.60m 

国
民
年
金
は
日
本

に
住
所
の
あ
る

20
歳

以
上

60
歳
未
満
の
人

は
、
一
部
の
人
を
除

い
て
全
員
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
大
学
生
は
強
制
加

入
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
希
望
す
れ
ば
国

民
年
金
に
任
意
加
入

で
ぎ
ま
す
。

任
意
加
入
中
に
、
万
一
け
が
や
病

気
で
障
害
者
と
な
っ
た
と
ぎ
、
障
害

の
程
度
に
よ
り
障
害
基
礎
年
金
が
受

}

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
年
金

団
は
老
後
の
備
え
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。加
入
の
手
続
き
は
、
役
場
の
国
民

年
金
係
で
行
っ
て
い
ま
す
。

衛 官

20歳になったら
国民年金に
加入しましょう

霙
•
-

昨
年
は
、
交
通
事
故
に
よ
り
一
万

人
を
超
え
る
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
昨
年
を
上
回
る
一
万
一
千

人
の
命
が
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

政
府
は
、

11
月
28
日
に
「
交
通
事

故
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
交
通

事
故
防
止
の
た
め
に
最
大
限
の
注
意

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

つ
い
つ
い
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ

た
り
、
不
精
を
し
て
車
の
直
前
を
横

切
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
外

出
や
飲
酒
の
機
会
も
増
え
て
き
ま
す
。

心
を
引
き
締
め
て
、
交
通
事
故
の

な
い
明
る
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
ご
協
力
下
さ
い
。

ー
交
通
安
全
笑
顔
で
す
ご
そ
う

ゆ
く
年
く
る
年
ー

自 募 集

自衛隊では、陸上•海上 ・航空の自衛官を募集しています。
応募資格は18オ～25オ未満

入隊を希望される方は、役場または自衛隊愛媛地方連絡部ま

でご連絡下さい。

匹愛媛地方連絡部

0 8 9 3-2 4-4 1 2 3 

肱川町役場

34-2311 

？貪尺 1 〗、喜［L」且昌U墨i旦［□ [プエ
四公 おに内つは れの年看外 し院 福向 2
I共 問つ容て準必ま人齢護来仕てで 田け年
三職 いいそい看要すでは及・事いは 医て 3
ー業 合てのる護な゜ 720び入のま看 院鹿月
九安 わは他人婦免 名才介院内す護 が野 1
一定 せ次くで資許 募｝護患容゜婦 建川日
所 下のわす格資 集 55で 者は さ 築役オ
さとし゜以格 さオ。の‘ ん 中場 1

No.・ 

崚
平
ぐ
ん
（
道
野
尾
）

昭
和
62
年

8
月

5
日
生
ま
れ

2
歳

5
か
月

ぶ
[[

こ
ん
に
ち
は
＇
・
ア
ソ
パ
ソ
マ
ソ
命

の
ち
ゅ
ん
ぺ
ち
ゃ
ん
で
す
。
一
歳
三
ヶ

月
の
時
、
突
然
チ
ャ
ー
コ
が
現
れ
て

お
兄
ち
ゃ
ん
に
昇
格
し
ち
ゃ
っ
た
。

妹
の
チ
ャ
ー
コ
は
、
時
々
に
く
た

ら
し
く
な
る
け
ど
、
ア
ン
パ
ソ
マ
ソ

と
同
じ
く
ら
い
大
好
き
で
ち
ゅ
！

か
ず
ひ
ろ

竹
本
和
広
く
ん
（
広
常
）

昭
和
62
年

8
月
27
日
生
ま
れ

2
歳

2
か
月

わ
が
家
の
王
様
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は

「
ヒ
ロ

く
ん
」
で
す
。

い
つ
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、

三
輪
車

で
遊
ん
で
い
る
の
で
、
も
う
す
っ
か
り
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
子
。

ち
ょ
っ
び
り
、
あ
ま
え
ん
ぼ
う
だ
け
ど
、

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
、
元
気
な
子
に
育
っ

て
く
れ
た
ら
い
い
。
と
、
思
い
ま
す
。

わ 初L
山
下

お父さん
一男さん(32歳）
お母さん
久恵さん(27歳）
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坂
根
修
さ
ん
は
、
肱
栄
部
落
で

「
四
国
肱
川
皆
農
塾
」
を
開
校
し
、
自

然
農
法
を
基
本
と
し
た
生
産
活
動
の

実
践
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
か
た
わ

ら
種
々
の
執
筆
活
動
も
手
が
け
て
い

ま
す
が
、
先
般
毎
日
新
聞
が
募
集
し

た
「
郷
土
提
言
賞
」
の
中
で
、
都
市
生

活
者
の
「
自
給
自
足
」
の
願
望
を
満
た

す
過
疎
地
…
…
私
の
実
践
と
い
う
論

文
が
知
事
賞
と

し
て
入
選
し
ま

し
た
。こ
の
論
文
は

坂
根
さ
ん
が
、

日
頃
の
思
考
を

通
し
て
過
疎
地

で
の
農
業
に
ど

う
取
り
組
み
、

ど
う
実
践
し
よ

う
と
し
て
い
る

の
か
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の

農
業
の
あ
り
方

を
と
う
整
理
し
、

今
後
の
農
業
の

あ
り
方
を
考
え

る
、
ひ
と
つ
の

完成した四国肱川皆農塾

◎

は

じ

め

に

「
調
和
の
と
れ
た
地
球
環
境
は
バ

ク
テ
リ
ア
か
ら
鯨
ま
で
、
藻
類
か
ら

カ
シ
の
木
ま
で
多
種
多
様
な
生
命
体

で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
何
十
兆
個
と

い
う
細
胞
が
互
い
に
情
報
を
交
換
し

問
題
提
起
と
し
て
今
月
か
ら
三
回
に

分
け
て
掲
載
し
ま
す
。

四

国

肱

川

皆

農

塾

坂

根

修

卸
す
も
茄
肴
の
r
匂
餘
旬
足
L

願
望
を

澤

t
過

陳

梵

、

“

？

実

践

な
が
ら
共
同
作
業
で
―
つ
の
生
命
体

を
支
え
て
い
る
の
と
同
じ
で
、
異
な

る
種
が
複
雑
に
か
か
わ
り
合
い
な
が

ら
、
地
球
全
体
を
巨
大
な
生
命
体
と

し
て
機
能
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
中
で
人
類
は
、
生
体
内
で
の

が
ん
細
胞
の
ご
と
く
勝
手
に
振
る
舞

い
、
地
球
全
体
の
調
和
を
破
壊
し
つ

つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
が
ん
化
し

た
人
類
は
自
分
を
治
療
す
る
能
力
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も

自
滅
の
道
を
歩
む
の
か
。
」

N
H
K
特
集
・
ニ
十
一
世
紀
は
警

告
す
る
よ
り

ま
さ
に
人
類
は
地
球
上
の
『
が
ん
』

だ
と
指
摘
さ
れ
て
返
す
言
葉
が
な
い
。

最
近
は
無
添
加
食
品
だ
と
か
、
無
農

薬
野
菜
だ
と
か
に
都
市
の
人
間
は
関

心
を
示
す
が
そ
れ
は
皮
肉
な
見
方
を

す
れ
ば
、
『
が
ん
』
自
身
が
健
康
を

気
付
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ

と
皮
肉
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
人
類

が
悔
い
改
め
な
い
な
ら
ば
、
農
薬
の

た
っ
ぷ
り
か
か
っ
た
野
菜
を
沢
山
食

べ
て
狂
い
死
に
し
た
方
が
地
球
と
い

う
生
命
体
は
生
き
残
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
『
が
ん
』
と
い
う
人

間
が
生
き
残
っ
て
地
球
を
滅
ぼ
す
か
、

『
が
ん
』
と
い
う
人
間
が
死
ん
で
地

球
を
生
き
残
す
か
と
い
う
選
択
に
な
っ

て
し
ま
う
。

こ
こ
で
人
類
が
そ
の
英
知
を
発
揮

す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
も
う
、
こ

れ
以
上
進
歩
し
な
い
と
い
う
事
で
あ

る
。
文
明
の
進
歩
は
常
に
資
源
の
浪

費
、
自
然
環
境
の
破
壊
を
ま
ね
い
て

ぎ
た
。
そ
し
て
こ
こ
で
ま
た
、

「
自

然
と
の
調
和
の
と
れ
た
進
歩
」
な
ど

と
い
う
科
学
の
論
理
に
よ
っ
て
、
さ

ら
に
進
歩
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

い
ま
、
地
球
上
に
住
む
人
間
に
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
い
か
に
後

退
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

人
類
は
そ
の
英
知
に
よ
っ
て
、
何
年

さ
か
の
ぼ

時
代
を
遡
る
こ
と
が
で
ぎ
る
か
と
い

う
勇
気
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

農
村
の
思
想

「
明
日

の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
考
え

る
と
ぎ
、
決
ず
提
案
さ
れ
る
の
は
企

業
誘
致
に
よ
る
雇
用
確
保
の
問
題
で

あ
る
。

「
背
に
腹
は
か
え
ら
れ
ぬ
」
と

言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
迄
だ
が
企
業

誘
致
に
よ
っ
て
小
都
会
を
大
都
会
の

延
長
と
し
て
造
り
だ
さ
ん
と
考
え
る

な
ら
ば
そ
れ
は
常
に
大
都
会
の
後
塵

を
浴
び
、
山
河
は
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
に

よ
っ
て
削
ら
れ
、
清
流
は
工
場
廃
水

に
よ
っ
て
汚
染
、
青
年
達
は
大
都
会

へ
の
憧
れ
を
一
層
強
め
て
ふ
る
さ
と

を
捨
て
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。

私
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
根
源
は

「
文
明
批
判
」
に
あ
る
。
都
会
に
迎
合

し
て
「
む
ら
」
を
考
え
る
な
ら
、
そ
れ

は
永
遠
に
大
都
会
に
追
い
つ
か
な
い

徒
労
に
終
わ
る
こ
と
は
火
を
み
る
よ

り
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
徒
労
の
産

物
は
自
然
破
壊
に
他
な
ら
な
い
。
ま
な

た
都
会
の
魅
惑
の
味
の
一
端
を
嘗
め

さ
せ
ら
れ
た
青
少
年
が
さ
ら
に
欲
望

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
大
都
会
に
走
る
の

も
無
理
か
ら
ぬ
話
で
あ
る
。

そ
う
い
う
点
か
ら
考
え
合
わ
せ
て

も
今
迄
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
欠
け

．． 
ー・

以
下
次
号

て
い
た
も
の
は
「農
村
の
思
想
」
で
あ
っ

て
、
そ
の
思
想
の
基
本
が
「
文
明
批

判
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
文
明
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

の
み
に
よ
っ
て
「
む
ら
」
の
再
生
は
な

り
え
る
の
で
あ
っ
て
、
文
明
の
過
度

な
導
入
に
よ
っ
て
は
滅
び
る
と
い
う

事
実
を
知
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。

そ
れ
な
ら
ば
文
明
批
判
に
よ
る
農

村
の
思
想
を
基
軸
と
し
て
い
か
に
生

活
を
成
り
立
た
せ
る
か
と
言
え
ば
、

そ
れ
は
第
一
次
産
業
の
再
生
に
他
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
企
業
的
な
第
一
次

産
業
の
再
生
で
は
な
く
自
然
と
の
調

和
を
考
え
た
有
機
的
な
生
産
で
あ
る
。

い
ま
、
農
業
で
は
食
え
な
い
と
言

わ
れ
る
。
健
全
な
第
一
次
産
業
の
再

生
な
ど
不
可
能
だ
と
言
わ
れ
る
が
、

私
は
一
介
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
百

姓
と
な
り
、

「皆
農
塾
」
と
い
う
農
産

物
の
生
産
と
共
に
、
都
会
人
の
た
め

の
農
業
研
修
の
場
を
持
っ
て
農
業
の

中
に
思
想
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

「皆
農
塾
」
は
、
食
え
な
い
と
い
う
農
業

の
中
に
あ
っ
て
、
近
隣
の
農
家
を
尻

目
に
見
事
専
業
農
家
と
し
て
成
り
立
っ

て
い
る
し
、
農
業
研
修
希
望
は
後
を

断
た
な
い
の
で
あ
る
。
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こ
の
運
動
は
、
歳
末
に
あ
た
り
、

援
護
を
必
要
と
し
ま
す
「
独
居
、
ね

た
き
り
老
人
、
心
身
障
害
者
、
母
子
、

父
子
、
長
期
療
養
者
、
生
活
困
窮
者
」

等
の
人
々
に
、
物
心
両
面
に
わ
た
っ

て
援
護
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

運
動
実
施
期
間
は
、
十
二
月
一
日

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヶ

月
間
で
す
。

肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

今
年
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
あ

ご協力ありがとう
ございました

平成元年度・共同募金（赤い羽根募金）実積

十
月
一
日
よ
り
赤

い
羽
根
共
同
募
金
が
、

全
国
各
地
で
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
で
も
、
町

民
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
得
て
、
あ
た
た

か
い
善
意
の
募
金
が

寄
せ
ら
れ
、
目
標
額

を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
心
か

ら
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
募
金
は
、
町

内
の
生
活
困
難
な
人

へ
の
援
護
、

児
童
、

老
人
、
身
体
障
害
者

(1)総

種 別 目標額 実績額

戸別募金 441,000 456,722 

街頭募金 60,000 72,833 

学校募金 40,000 72,175 

職域団体募金 45,000 47,856 

大口募金 100,000 152,000 

合 計 686,000 801,586 

括 表 （単位：円）

（平成元年11月30日現在）

等
の
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

た
た
か
い
善
意
の
寄
付
金
を
頂
き
、

援
護
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

十
二
月
十
一
日
に
は
、
病
院
の
長

期
療
養
者
、
施
設
の
入
所
者
を
訪
問
、

又
、
十
二
月
二
十
七
日

に
は
、
募
金

配
分
会
を
実
施
し
て
、
町
内
の
長
期

療
養
者
、
ね
た
ぎ
り
病
人
、
ボ
ー
ダ
ー

ラ
イ
ソ
層
の
人
々
を
訪
問
し
て
、
皆

さ
ん
か
ら
頂
い
た
善
意
を
民
生
委
員

が
代
わ
っ
て
、
伝
え
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

『
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
、
明
る
い

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
実
施
中

地
域
で
さ
さ
え
あ
う

明
る
い
お
正
月

(2)募金内訳

戸別募金 （単位：円）

部 落 金 額 部 落 金 額

小 畑 井 3,350 下鹿野川 27,482 

萩 野 尾 3,450 上鹿野川 33,656 

汗 生 14,450 尽＇ 造 3,500 

道野 尾 7,200 見 の 越 2,700 

上森 山 8,650 月 野 尾 6,750 

八重 栗 5,250 下 敷 水 6,455 

山 槌 10,700 一敷 水 8,650 

協 生 12,751 上 敷 水 500 

嘉 城 9,122 下嵯峨谷 1 6,600 

土ノ’ヽ 栄 16,254 下嵯峨谷 2 2,000 

中 居 谷 22,036 上嵯 峨谷 5,928 

白 石 9,050 菟野 尾 10,720 

影 地 6,774 橡の木瀕 900 

広 常 23,200 柳 7,800 

久 保 15,250 郷 8,750 

大 平 14,060 市 之 畦 7,250 

大 屋 敷 7,702 瓜 生 谷 9,050 

森 4,900 町 10,900 

肱 栄 5,400 藤野原 9,390 

大 和 16,150 小 倉 2,700 

中 野 34,200 中 津 11,242 

小 藪 23,900 合 計 456,722 

お
正
月
』
今
年
の
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ
で
す
。

皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
っ
て
、
全
て

の
町
民
皆
さ
ん
が
明
る
い
お
正
月
を

迎
え
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

]
 

青
少
年
児
童
部
会

9

ー
開
催

青
少
年
児
童
部
会
の
初
会
合
を

11

月
29
日
に
開
ぎ
ま
し
た
。

会
の
あ
り
方
、
健
全
育
成
等
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
こ

と
に
つ
い
て
は
、
次
回
で
協
議
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

正
・
副
部
会
長
に
次
の
方
が
、
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

部

会

長

横

田

方

之

さ

ん

（
部
落
長
代
表
）

副

部

会

長

二

宮

秀

一

さ

ん

（
中
野
小
P
T
A
会
長
）

◎
敷
水

い し後作
会日まし
員頃し大 ―l
こ家更生会の皆さん

の‘た会古
まい深内参宇皆県゜決

川 中•四国大会に参加
議汽し有めの拝佐さ外 ル演開ま会川口祉 16制

'--、琶、‘見‘八んへ 氏ギームしか町市大回定身
°義 一 学関幡‘出 宣の 1廣界たら身で会中 40体
な泊を門宮大る 言 講-オク事゜ 15体開が四周障
腔二し橋‘会機 を演と晋後 人障催 11国年害
打日て 赤に会 行が題作‘ が 害さ 月身記者
との研山間併の いあしの特 参者れ 11障念福
な楽修 口 神せ少 閉りてエ別 加更‘日者‘祉
りしを市宮てな 会最‘ネ講 し生肱山福第法

社
会
福
祉
協
議
会
に
、

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

当
協
議
会
の
福
祉
事
業

に
活
用
さ
せ
て
頂
ぎ
ま
す
。

谷
田
善
和
さ
ん

社
会
福
祉

協
議
会
へ

こ
芳
志
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紀

行

和

氣

豊

子

山
々
は
紅
く
色
づ
き
、
ま
さ
に
秋

深
し
と
い
っ
た
十
一
月
二
十
日
、
思

い
が
け
ず
二
泊
＝
―
日
の
白
浜
旅
行
に

参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
午

後
七
時
、
車
中
の
人
と
な
り
東
予
港

へ
と
向
か
う
。
二
十
一
日
、
夜
が
白

じ
ら
と
明
け
は
じ
め
た
六
時
、
オ
レ

ソ
ジ
フ
ェ
リ
ー
で
大
阪
南
港
に
到
着
。

船
の
中
で
眠
れ
な
か
っ
た
せ
い
か
、

和
歌
山
県
に
入
る
ま
で
の
暫
く
の
問

は
、
窓
か
ら
の
景
色
を
眺
め
る
余
裕

も
な
く
つ
い
ウ
ト
ウ
ト
。
有
吉
佐
和

子
の
小
説

で
有
名
な

紀
ノ
川
を

渡
り
、
南

海
湯
浅
道

路
の
途
中

に
あ
る
三

千
八
百
メ
ー

ト
ル
の
長

ぃ
ト
ソ
ネ

ル
を
抜
け

る
と
そ
こ

に
は
、
鮮

や
か
な
オ

レ
ソ
ジ
色

の
み
か
ん

畑
か
広
か
っ

て
い
た
。

紀
州
み
か

ん
も
有
名

だ
が
、
味

は
や
っ
ぱ

り
愛
媛
の

肱川農協共済旅行南紀白浜温泉の旅

喜
で
は
毎
年
行
っ

て
い
る
共
済
加
入
者

旅
行
を
今
年
は
白
浜

方
面
と
し
十
一
月
二

十
日
か
ら
二
十
二
日

ま
で
の
三
日
間
実
施

し
た
。
参
加
さ
れ
た

中
か
ら
下
鹿
野
川
の

和
氣
豊
子
さ
ま
よ
り

紀
行
文
を
お
寄
せ
頂

き
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
致
し
ま
す
。

白

浜

方
が
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
た
の
は
私

だ
け
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
や
が
て

眼
下
に
太
平
洋
、
山
際
に
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
が
続
き
、
ハ
ウ
ス
で
は
、
か

す
み
草
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ソ
、
菊
の

花
の
栽
培
や
、
サ
ヤ
エ
ソ
ド
ウ
の
収

穫
の
最
中
で
し
た
。
白
浜
温
泉
へ
と

バ
ス
は
近
づ
き
、

白
浜
ス
カ
イ
ラ
イ

ソ
の
桜
並
木
を
通
る
と
、
淡
い
ピ
ソ

ク
の
桜
の
花
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
咲

い
て
い
ま
し
た
。
温
暖
な
こ
の
地
方

で
は
、
春
だ
け
で
な
く
ふ
だ
ん
で
も

桜
が
咲
く
の
で
、
不
断
桜
と
呼
ば
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
円
月
島
、
千
畳

敷
と
見
物
し
て
、
洋
ラ
ソ
、
サ
ボ
テ

ソ
、
ブ
ー
ゲ
ソ
ビ
リ
ア
等
の
熱
帯
植

物
の
色
鮮
や
か
な
美
し
い
花
の
咲
き

み
だ
れ
て
い
る
ハ
マ
ブ
ラ
ソ
カ
ヘ
。

こ
こ
で
は
、
宝
塚
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
、
華
＿
麗
な
踊
り
を
目
前
に
、
う
っ

と
り
と
見
と
れ
な
が
ら
の
昼
食
で
し

た
。
い
よ
い
よ
本
州
の
最
南
端
潮
ノ

岬
。
展
望
タ
ワ
ー
よ
り
白
亜
の
燈
台

を
望
む
。
八
丈
島
と
ほ
ぼ
同
じ
緯
度

に
あ
る
と
聞
き
、
と
て
も
遠
い
南
の

国
に
来
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
。

さ
ら
に
橋
抗
岩
ま
で
行
く
。
橋
の
抗

を
打
つ
よ
う
に
し
て
岩
が
立
ち
並
ん

で
い
る
姿
は
、
海
水
の
侵
食
に
よ
る

も
の
だ
ろ
う
が
、
自
然
の
お
り
な
す

業
の
偉
大
さ
に
驚
く
。
夕
方
五
時
、

白
浜
の
ホ
テ
ル
に
着
き
、
宿
の
人
々

の
く
す
玉
に
よ
る
歓
迎
を
受
け
、
牟

婁
の
出
湯
と
い
わ
れ
る
含
食
塩
ア
ル

カ
リ
温
泉
に
疲
れ
た
身
体
を
癒
し
た

後
は
、
宴
会
場
へ
。
飲
む
程
に
、
酔

う
程
に
、
カ
ラ
オ
ケ
も
始
ま
り
宴
も

今
年
の
栗
の
作
柄
は
暖
冬
に
よ
る

開
花
が
長
い
こ
と
か
ら
、
増
収
が
期

待
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
長
雨
影

響
に
よ
る
日
照
不
足
、
防
除
適
期
の

ず
れ
と
管
理
条
件
が
悪
い
こ
と
か
ら

前
年
対
比
七
八
％
に
終
わ
っ
た
。

早
生
栗
に
つ
い
て
は
、
前
年
対
比

一
八
五
％
と
好
調
で
あ
っ
た
が
、
中

生
、
晩
生
栗
に
お
い
て
―
つ
栗
、
小

玉
果
が
多
く
、
栗
に
最
も
大
切
な
、

七
月
、
八
月
の
長
雨
に
よ
る
日
照
不

足
に
よ
る
影
響
が
伺
え
る
結
果
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
間
縮
伐
、
肥
培
管
理

を
徹
底
し
て
行
っ
て
い
た
農
家
で
は
、

キ
ロ
平
均
単
価
三
三
二
円
、
早
生
栗

栽
培
農
家
で
は
、
キ
ロ
平
均
単
価
四

9
9
9
,
`
‘
 

平
成
元栗

平成元年度 栗出荷実績表

支部名 計画kg 実 績 昨年実績 昨年対比

鹿野 川 55,755 34,009.7 39,825 85.4 

小中
藪 55,319 29,556.7 39,514 74.8 

野 18,202 9,383.6 13,002 72.2 

大和・肱栄 46,762 23,278.9 33,546 67.4 

岩 谷 26,024 20,327.4 18,624 109.1 

宇和 川 130,095 71,646.0 94,068 76.2 

大 谷 57,074 28,898.5 41,196 70.1 

予子林 60,769 35,089.4 43,083 81.4 

合 計 450,000 252,190.2 322,858 78.11 

七

0
円
と
、
間
縮
伐
、
肥
培
管
理
の

必
要
性
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。

算

報

告

一
段
と
盛
り
上
が
り
、
や
が
て
そ
の

余
韻
を
残
し
な
が
ら
白
浜
の
夜
は
更

け
て
ゆ
き
ま
し
た
。
二
十
二
日
、
温

泉
へ
二
回
入
り
、
ガ
イ
ド
さ
ん
に

「
皆
さ
ん
の
お
肌
の
ツ
ヤ
の
宜
し
い

こ
と
。

」
な
ど
と
言
わ
れ
、
身
も
心

も
軽
や
か
に
し
て
白
浜
を
後
に
す
る
。

西
国
三
十
一＿
一
ヶ
所
第
二
番
札
所
の
紀

三
井
寺
は
、
時
間
の
都
合
で
、
下
か

ら
手
を
合
わ
せ
る
だ
け
で
、
上
ま
で

登
る
こ
と
が
で
き
ず
少
々
心
残
り
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
た
次
の
機
会

に
と
い
う
こ
と
で
、
和
歌
山
県
に
別

れ
を
告
げ
、
大
阪
の
深
日
か
ら
淡
路

島
の
洲
本
ま
で
一
時
間
あ
ま
り
の
船

旅
。
渦
潮
で
有
名
な
鳴
門
海
峡
を
、

大
鳴
門
橋
、
小
鳴
門
橋
と
渡
り
四
国

本
土
へ
。
四
十
四
名
を
乗
せ
た
バ
ス

は
、
二
十
二
時
、
肱
川
へ
全
員
無
事

到
着
。
連
日
好
天
に
恵
ま
れ
、
暖
か

い
白
浜
は
、
上
衣

一
枚
ぬ
い
で
の
旅

で
し
た
。
は
じ
め
て
の
団
体
旅
行
で

誘
い
あ
う
連
れ
も
な
い
等
の
出
発
前

の
些
細
な
心
配
は
す
ぐ
に
消
え
、
同

じ
町
内
に
住
む
皆
さ
ん
と
楽
し
く
ふ

れ
あ
う
こ
と
が
で
ぎ
、
旅
の
想
い
出

も
沢
山
で
き
て
、
参
加
し
て
良
か
っ

た
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
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葉
枯
し
乾
燥
の
効
用

葉
枯
ら
し
乾
燥
と
は
、
伐
倒
後
一

定
期
間
そ
の
ま
ま
林
内
に
放
置
し
、

枝
葉
が
黄
変
し
、
さ
ら
に
は
赤
く
枯

れ
る
ま
で
天
然
乾
燥
さ
せ
る
も
の
で
、

一
般
に
「
ア
ク
抜
ぎ
」
あ
る
い
は
「
渋

出
し
」
と
称
す
る
特
殊
な
乾
燥
処
理

法
の
一
種
で
す
。

◎
葉
枯
ら
し
乾
燥
の
意
義

ス
ギ
の
葉
枯
ら
し
乾
燥
は
、
少
な

く
と
も
昭
和
二
十
年
代
ま
で
、
伐
木

運
材
の
一
工
程
と
し
て
多
く
の
林
業

地
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
第

一
の
目
的
は
、
材
を
乾
燥
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
集
運
材
を
容
易
に
さ
せ
る

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
吉
野
や
秋
田

地
方
で
行
わ
れ
た
「
渋
出
し
、
ア
ク

抜
ぎ
」
は
、
材
の
色
出
し
を
図
っ
た

り
、
虫
菌
類
の
被
害
の
軽
減
を
図
る

こ
と
が
主
要
な
目
的
で
し
た
。
し
か

し
、
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら

は
、
伐
木
運
材
の
機
械
化
の
進
展
と

樹
皮
の
利
用
が
低
下
し
た
こ
と
か
ら

葉
枯
ら
し
乾
燥
は
衰
退
し
た
と
い
え

ま
す
。最
近
に
な
っ
て
、
こ
の
葉
枯
ら
し

乾
燥
を
見
直
す
気
運
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
要
因
と
し
て
上
げ
ら
れ

る
こ
と
は
、
ま
ず
第
一
に
生
材
に
比

べ
て
幾
分
高
価
に
販
売
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
乾
燥
に
伴

う
材
の
軽
量
化
に
よ
っ
て
集
運
材
コ

ス
ト
が
低
減
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に

は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
と
し
て
高
品
質

表ー1 国有林におけるスギ葉枯らし材の販売事例

営林署（局） 樹齢 処理月日 玉切月日 処無ま処理た理材材は価格価価（円格格／m／比') 

処理：葉枯らし

螂：ス ギ

(1)秋 田 60 8月上旬 10月上旬 元玉： 108沿、 2番玉 ：109沿

（秋田） ～下旬

(2)水 窪 98 1月下旬 4月上旬 40,100/36,000(lll沿）
（東京） ~5月上旬

(3)新 城 7月下旬 9月下旬 普通材： 32,851/32,000
（名古屋） ~10月上旬 (103沿）

(4)高 知 7月中旬 10月中旬 径級12cm下： 100%
（高知） 13~ 16cm : 112沿

18~22cm : 120% 
24~28cm（元玉） ：121% 
24~28cm: 101沿
30cm上（元玉）：128怜
30cm上． 113怜
平均： 116沿

表ー2 河之子事業所における市売り実績

◎
販
売
価
格
に
つ
い
て

国
有
林
に
お
け
る
ス
ギ
葉
枯
ら
し

材
の
販
売
事
例
の
一
部
を
あ
げ
る
と
、

表
ー
1
の
と
お
り
で
す
。
普
通
材
と

比
べ
る
と
殆
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
材
種
に
よ
っ
て
は
二

割
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ

り
、
特
に
優
良
材
を
葉
枯
ら
し
す
る

と
そ
の
効
果
が
大
き
い
よ
う
で
あ
り

ま
す
。

◎伐採の方法等

伐採の方向は山側でも谷側で

もあまり変わりませんが、谷側

方向に倒すと葉が重なり、下積

みの木は蒸散量が制限され、葉

枯らしの効果は小さくなります。

葉枯らし乾燥効果をより大き

くするためには、伐倒

木の梢端部が山の傾斜

面の上方に向くように

伐倒し、その伐り口の

＼ 
472回市 (8/4) 474回市 (9/4) 

市況（A)落札（B)彫料B/A)市況（A)落札(B)比倖(B/A)

m 13上 26,000 26,300 101.1 26,000 27,166 104.5 
3 
18上 25,500 26,838 105.2 25,000 26,914 107.7 

m 13上 22,000 22,705 103.2 22,000 22,688 103.1 

4 18上 23,000 28,333 123.2 24,000 27,233 113.5 

30上 30,000 32,933 109.8 30,000 33,922 113.1 

（スギ）

乾
燥
材
の
利
用
が
増
加
し
て
お
り
、

葉
枯
ら
し
乾
燥
は
付
加
価
向
上
策
の

―
っ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

国
有
林
材
で
は
す
で
に
、

『
サ
ソ

ド
ラ
イ
』
と
い
う
ブ
ラ

ソ
ド
名
で
、

乾
燥
材
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

上
浮
穴
地
方
で
も
、
前
月
か
ら
、

『
ニ
ュ
ー
ド
ラ
イ
』
と
い
う
名
前
で

乾
燥
材
を
出
し
て
い
ま
す
。

注 市売り時の市況と、出荷明細書より該当する規格の直材に
ついて集計したものの比較

ま
た
、
面
河
村
の
県
有
林
河
之
子

事
業
所
に
お
い
て
も
、
試
験
的
に
葉

枯
ら
し
乾
燥
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

そ
の
市
売
り
実
績
を
表
ー
2
に
掲
げ

ま
す
。
こ
れ
も
普
通
材
と
比
べ
て
殆

ど
変
わ
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た

が
、
普
通
材
よ
り
も
価
格
が
下
に
な

る
こ
と
は
、
ご
く
一
部
を
除
い
て
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

下
端
は
伐
り
株
の
上
に
乗
せ
て
土
に

着
か
な
い
よ
う
処
置
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。

枝
葉
が
多
い
程
葉
枯
ら
し
乾
燥
効

果
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
梢
端
部
の

枝
葉
は
出
来
る
だ
け
多
い
方
が
よ
い

よ
う
で
す
。
従
っ
て
、
一
般
に
は
枝

払
い
を
し
な
い
か
又
は
、
枝
払
い
を

す
る
場
合
で
も
、
六
メ
ー
ト
ル
程
度

（
樹
高
の
約
―
―

1
0
パ
ー
セ
ソ
ト
）
ま
で

は
必
ず
枝
葉
を
残
す
こ
と
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。
な
お
、
間
伐
木
の
場
合

は
樹
高
も
低
い
場
合
が
多
く
、
作
業

の
効
率
化
の
面
か
ら
み
て
も
、
三
ー

四
メ
ー
ト
ル
程
度
残
せ
ば
十
分
で
あ

り
ま
す
。
一
方
、

剥
皮
に
つ
い
て
は
、

材
面

平成 1 年度•第 3回住宅金融公庫
の資金等の申込受付について
（期間12月7日～ 1月19日まで）

住宅金融公庫資金関係

【回次受付分】
① 融資予定戸数…
③ 申込受付期間等一覧表
受付期間：平成元年12月7日（木）から平成2年1月19日（金）まで。

ただし、平成元年12月25日（月）から平成2年1月5日（金）までは除く。
こ相談は肱川農協融資課へ TEL 0893-34-2321番

②
 
選定方法…受付日順・無抽選

の
日
割
れ
や
損
傷
防
止
の
面
を
考
慮

す
れ
ば
、
皮
付
ぎ
の
ま
ま
葉
枯
ら
し

す
る
方
が
得
策
で
す
。

な
お
、
ヒ
ノ
キ
を
葉
枯
ら
し
乾
燥

す
る
と
、
辺
材
部
が
変
質
し
、
ヒ
ノ

キ
独
特
の
光
沢
を
失
い
ま
す
。
こ
れ

を
一
般
に
「
ヤ
ケ
」
と
呼
ん
で
お
り
、

ヒ
ノ
キ
の
葉
枯
ら
し
乾
燥
を
実
施
す

る
場
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

林

改

加

藤
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！ 木言言材量璽市言言況＝ ，椎茸市況・
! ------ i 
！ 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．' ! ！ i ・----. --,--. -. ~. -. -- .  ~ -. -,~. --.... -, ---. -. ~ 

! - ! 
！ 
i 肱川土場木材相場表 i 第52 6回平成元年11月17日 |l肱川町森材組合乾消紅財且塩琵衷]

県森連市より （単位オ当り：円） L 市売日・—•平成元年11月 20 日 ！ 
！ ．．．． 1. 販売数星 ・・・26ケース 406.4kg f 
！ ！ 長さ未口径

ス ギ ヒノキマッ 1. 平均単価 3,044円 ！ ！ チョクマガリチョクマガリチョク その他 1．銘柄別価格 ！ 
7 cm下本 298本 201本 369本 201 松 パルプ

！ 
8~10cm上本 362本 250本 535本 358 末口 7 cm上

銘 柄 単 価比 率 銘柄 単 価比 率 ！

i 4 mll~12cm上 70 - 105 - 18cm上 84 長さ1.7~1.9m 大 厚 5,000 ー 特用大葉 3 500 - ！ 
i 13 CJD上 70 - 189 
2 5’  

-124cm上116
! 18 CJD上 72 - 196 ＿ 雑パルプ

中 厚 3,600 4 特用中葉 3,600 - ！ 

7 CJD下本 143本 124本 162本 124
末口 7cm上 小厚 3,560 
長さ 2m  

5 特用小葉 3, 100 - ！ 
! 8cm上本 181本 170本 242本 239 39 大ウス 3, 690 2 大バレ 2, 879 5 

i 3m贔げ喜 二贔 二18cm上 74 パ リ材 中ウス 3,525 10 中パレ 3,248 6i  I 13rnl~;上⑯ 91 - 196 - 24cm上91：雲竺•6桧こ 中小ウス 3, 663 19 小バレ 2, 890 4 i 

!． 18 CJD上 74 - 154 ― 長さ 2m 小ウス 3, 107 14 変 形 2, 475 9!  
i 7CJD下本一本 本 一 本 72 

8 CJD上 14I I 14 ジャ ミウス 2,450 I 6 色落ウス

i 2 m 16 cm上 28 56 13cm上25 松ハリ材 冬大 一 一色 悪 1,972 16 .i i 30 CJD上 49 109 30皿上 25 16~22cm 冬 ー ！ 
13cm上一） 87 305 3 m 91円 、

中 一黒子 1,000I -

i 6m13cm上＝ 102 336 4 m112円 冬小 ーーその他 ―- i 
、 13cm上三） 112 284 
‘l3cm上 2491 I 967 
、！i 1概 要 秋子の足長椎茸の為、進物に使う厚葉、香信あたりの単価があ t 

彦檜、小径木は売れ行き好調。 まり良くないようだ。秋子の椎茸が春子に混じると単価 が下 ！ 
ここ麟相場ながら、杉4m中目材は炉凋。 がるので秋子は、早めに出荷致し ま しょう。 i 
---- ------9-----------9------_, 

奥 道 後 に て

去
る
十
二
月
一
日
、

農
協
年
金
友
の
会
で
は

初
め
て
の
試
み
で
一
日

旅
行
を
行
っ
た
。
参
加

者
は
会
員
一
五
七
名
と

農
協
よ
り
組
合
長
外
六

名
が
随
行
し
宇
和
島
バ

ス
四
台
に
分
乗
し
て
先

ず
―
―
―
津
の
太
山
寺
を
参

拝
、
前
日
ま
で
続
い
た

寒
い
雨
が
上
が
り
素
晴

ら
し
い
秋
日
和
と
成
り

参
加
者
は
年
金
受
給
者

と
は
思
え
な
い
程
の
元

気
そ
の
も
の
で
し
た
。

途
中
バ
ス
の
中
で
は
ガ
イ
ド
さ
ん
よ

り
お
寺
の
由
来
な
ど
説
明
を
聞
き
一

夜
に
し
て
建
立
さ
れ
た
と
云
う
お
堂

等
を
見
学
、
又
鐘
つ
き
堂
の
鐘
は
、

初
め
に
つ
く
と
金
が
入
る
、
出
る
時

に
鐘
を
つ
け
ば
金
が
出
て
行
く
な
ど

と
面
白
い
話
も
し
て
頂
い
た
が
聞
い

て
い
る
会
員
の
皆
さ
ん
は
金
の
事
に

成
る
と
真
剣
な
顔
で
聞
き
入
っ
て
居

ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
昼
食
場
所
奥
道
後
へ
向

か
い
、
大
広
間
一
杯
に
成
り
、
先
ず

副
会
長
の
赤
岩
繁
喜
氏
の
あ
い
さ
つ

が
有
り
、
引
ぎ
続
き
組
合
長
の
あ
い

さ
つ
と
、
尾
下
林
太
郎
さ
ん
の
乾
杯

太 山 寺 参 拝

肱
川
農
協
年
金
友
の
会

-
H旅
行
お
寺
参
り
を
行
う

の
音
頭
で
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中

昼
食
を
済
ま
せ
た
。

午
後
二
時
に
奥
道
後
を
出
発
し
五

十
一
番
札
所
石
手
寺
へ
と
向
か
っ
た
。

あ
の
有
名
な
衛
門
三
郎
と
弘
法
大
師

の
お
話
を
聞
き
こ
こ
で
も
全
員
が
参

拝
し
線
香
の
煙
で
身
を
ま
ぶ
し
家
内

安
全
と
健
康
祈
願
を
し
て
元
気
で
一

件
の
事
故
も
な
く
無
事
肱
川
へ
帰
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
大
変
に
喜
ば
れ
今

後
は
ご
近
所
の
未
加
入
者
へ
友
の
会

加
入
へ
の
お
話
を
頂
ぎ
増
々
会
員
が

ふ
え
る
事
を
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま

す。
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．

露

地

野

菜

の

冬

期

管

理

コ

シ

ヒ

カ

リ

の

素

顔

①
タ
マ
ネ
ギ
乾
燥
す
る
と
活
着
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
わ
が
国
で
栽
培

初
期
生
育
が
遅
れ
、
春
先
に
枯
死
す
さ
れ
て
い
る
品
種
の
な
か
で
、
品
質
・

る
株
が
多
く
な
る
。
地
温
が
一
〇
℃
食
味
と
も
最
も
高
い
市
場
評
価
を
得
、

以
下
に
な
る
と
根
の
活
動
が
弱
く
な
消
費
者
か
ら
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

る
の
で
、
乾
燥
し
て
い
る
場
合
は
定
そ
の
た
め
、
北
は
福
島
県
か
ら
南

植
後
畝
間
か
ん
水
し
て
活
着
や
初
期
は
鹿
児
島
県
ま
で

35
県
以
上
で
栽
培

生
育
を
促
す
。
早
生
品
種
は
追
肥
と
さ
れ
、
昭
和
54
年
度
以
降
連
続
11
年

し
て
、

12
月
中
旬
に

N
K
化
成
一
ア
ー
作
付
第
1
位
を
占
め
、
作
付
シ
ェ
ア

ル
当
り
2
認

程

度

施

こ

す

。

も

25%（
63
年

22%）
と
シ
ェ
ア
を
高

②
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ
め
て
い
ま
す
。

3
ー

4
月
に
収
穫
す
る
場
合
、
年
愛
媛
県
で
は
昭
和
60
年
度
に
奨
励

内
に
キ
ャ
ベ
ツ
で

15
枚
、
ブ
ロ
ッ
コ
品
種
に
採
用
、
平
成
元
年
度
に
は
約

＂
リ
ー
で

20
枚
程
度
の
外
葉
を
確
保
す
一

‘
-
o
o
h
a
が
作
付
さ
れ
、

4
年

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
土
壌
が
乾
度
で
は
三
、

0
0
0
h
a
を
目
標
に
、

燥
す
る
と
生
育
が
遅
れ
る
の
で
、
寒
適
地
で
の
面
積
拡
大
が
図
ら
れ
よ
う

く
な
る
ま
で
に
生
育
を
促
す
よ
う
に
と
し
て
い
ま
す
。

す

る

。

こ

の

よ

う

に

、

流

通

市

場

か

ら

の

③
ハ
ク
サ
イ
晩
生
種
の
場
合
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
対
す
る
強
い
要
望
に

結
球
が
ほ
と
ん
ど
完
了
し
た
こ
ろ
に
応
え
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
栽
培
に
取
り
組

外
葉
を
包
ん
で
、
肩
の
部
分
を
ワ
ラ
む
気
概
が
各
地
で
芽
ば
え
て
き
て
い

や
ヒ
モ
で
し
ば
っ
て
お
く
。
こ
う
し
る
と
こ
ろ
で
す
。

て
お
く
と
霜
の
被
害
を
受
け
ず
に
長
①
形
態
的
特
性

持

ち

す

る

。

梓

長

は

九

0
i
-
o
o
c
m
程
度
で

④
エ
ソ
ド
ウ
寒
さ
に
は
強
い
性
質
や
や
長
い
。
葉
色
は
比
較
的
淡
く
、

だ
が
、
強
い
霜
や
北
風
に
当
て
な
い
葉
幅
は
や
や
広
く
て
立
ち
、
分
け
つ

ほ
う
が
よ
い
の
で
、
う
ね
の
北
側
に
の
切
り
上
り
が
良
く
、
特
に
穂
揃
い

サ
サ
な
ど
立
て
た
り
、
株
元
に
ワ
ラ
が
良
好
で
あ
る
。
玄
米
は
や
や
小
型

や
モ
ミ
ガ
ラ
な
ど
を
敷
い
て
防
寒
す
で
よ
く
揃
い
、
心
白
及
び
腹
白
は
な

る

。

く

、

品

質

は

良

好

で

精

白

歩

合

も

高

く
、
食
味
は
極
良
い
。

果

樹

の

管

理

多”後".ぷ．．．
9

．．
 
、... ‘;`用，
95.x•. 
d

・・箋4
3

9

忍．9
．．
 
さ
さ

2
.
g・s．裟

＿
‘
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
整
枝
剪
定

整
枝
剪
定
の
時
期
は
落
葉
後
か
ら

2
月
上
旬
で
あ
る
。

整
枝
の
留
意
点
は
、
負
け
枝
（
親

枝
よ
り
子
枝
が
強
く
な
る
）
を
さ
せ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
徒
長

枝
を
残
さ
な
い
、
側
枝
や
結
果
母
枝

を
同
じ
位
置
に
残
さ
な
い
よ
う
、
片

方
五
〇
［
六

Ocm
の
間
隔
で
交
互
に

枝
を
残
す
。

剪
定
で
は
、
良
質
な
結
果
枝
の
発

生
を
促
す
た
め
、
母
枝
の
先
端
を
三

分
の
一
程
度
切
り
返
す
が
、
そ
の
程

度
は
枝
質
に
よ
り
加
減
す
る
。
亜
主

枝
や
側
枝
は
古
く
な
る
と
基
部
が
は

げ
上
が
る
の
で
計
画
的
に
更
新
す
る
。

二
、
栗
の
元
肥
の
施
用

元
肥
の
施
用
時
期
は
一
月
中
下
旬

が
適
期
で
あ
る
。
施
肥
量
は
、
樹
勢

樹
齢
で
異
な
る
が
、
単
収
三

0
0
~

で
愛
媛
く
り
肥
料
七

0
k
gを
基
準
に

し
て
い
る
:
な
お
、
土
づ
く
り
を
兼

ね
て
堆
肥
又
は
鶏
糞
を
施
用
す
る
。

三
、
ゆ
ず
の
害
虫
防
除

ハ
ダ
ニ
類
・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
防

除
の
た
め
機
械
油
乳
剤
を
十
二
i
-

月
の
暖
か
い
日
に
散
布
す
る
。
ハ
ダ

二
六

0
倍
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

四
0
倍。

四
、
ゆ
ず
の
防
寒
対
策

落
葉
、
寒
害
防
止
の
た
め
防
風
布
、

コ
モ
な
ど
に
よ
る
被
覆
を
行
う
。

（
冬
期
の
増
飼
い
）

冬
場
に
な
る
と
栄
養
の
ロ
ス
が
起

こ
る
。
毛
が
逆
立
っ
て
い
る
の
は
、

養
分
が
不
足
し
て
い
る
た
め
な
の
で

1
ー

2
割
の
増
飼
が
必
要
。

（舎
内
の
空
気
汚
染
）

牛
の
呼
吸
量
は
人
間
の

10
倍
も
あ

る
た
め
、
舎
内
を
密
閉
し
す
ぎ
る
と
、

排
出
す
る
『
炭
酸
ガ
ス
』
、
糞
尿
か

ら
の
『
窒
素
ガ
ス
』
『
メ
タ
ソ
ガ
ス
』
、

『
そ
の
他
粉
塵
』
な
ど
空
気
の
汚
染

が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。

空
気
の
汚
染
は
、
乳
牛
へ
の
ス
ト

レ
ス
に
な
る
と
と
も
に
、
真
空
調
圧

器
や
テ
ィ

ー
ト
カ
ッ
プ
か
ら
汚
染
さ

れ
た
空
気
が
流
入
し
、
牛
乳
の
風
味

を
損
ね
る
。
牛
舎
に
入
っ
て
、
異
臭

を
感
じ
る
場
合
は
、
換
気
・
通
風
に

注
意
す
る
。

（
微
量
要
素
）

粗
飼
料
条
件
が
懇
く
な
る
た
め
、

冬
場
は
、
ビ
タ
ミ
ソ
や
微
量
要
素
が

欠
乏
し
や
す
い
。
特
に
ビ
タ
ミ
ソ

A

は
、
他
の
ビ
タ
ミ
ソ
の
よ
う
に
第
1

胃
内
で
合
成
さ
れ
な
い
た
め
、
ビ
タ

ミ
ソ

A
の
飼
料
添
加
等
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

5
日
（
金
）
上
石
丸
・
師
走
野
・
下
小
藪
．

中
野
8

日
（
月
）
藤
野
原
•
町
・
瓜
生
谷

10
日
（
水
）
八
重
栗
・
上
森
山
・
大
成
・

谷
・
百
ヶ
市
・
正
山

12
日
（
金
）
久
保

16
日
（
火
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・
月
野
尾
・

京
造

18
日
（
木
）
広
常
・
影
地

19
日

（
金
）
中
津
・
小
倉

20
日
（
土
）
森
・
肱
栄
・

硯
・
久
下
・
樋
野
ロ
・
上
汗
生

22
日

（
月
）
白
石
・
上
小
藪

25
日
（
木
）
中
居
谷
・

嘉
城
・
瓜
畦
・
カ
サ
ガ
ケ
・
道
野
尾
・
赤

岩
・
下
汗
生

27
日
（
土
）
大
駄
場
・
柳
・

郷

30
日
（
火
）
下
、
中
、
上
敷
水
・
菟
田

野
尾 1

月
L
Pガ
ス
配
達
予
定
日

1
月
12
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

1
月
19
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

1
月
醤
油
配
達
予
定
日

1
月
9
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
月
10
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
月
11
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
月
16
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

1
月
17
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

1
月
18
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
月
23
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
月
24
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
月
25
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
月
30
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

1
月
31
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面
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肱
川
町
で
は
只
今
「
風
お
こ
し
運
動

真
只
中
。
町
内
で
は
今
年
、
地
域
お
こ

し
、
町
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
、

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
四
月
に
町
内
の
若

者
十
五
人
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
「
肱
川

凡
人
未
来
塾
」
（
川
上
富
士
雄
塾
長
・
現

在
会
員
十
八
人
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

肱
川
凡
人
未
来
塾
が
誕
生
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
、
昨
年
八
月
の
夏

ま
つ
り
に
開
か
れ
た
「
大
丸
太
漕
世
界

選
手
権
大
会
」
の
時
、
町
内
有
志
が
―
―
―

”
万
円
を
出
資
し
て
作
成
販
売
し
た
大
丸

太
漕
ぎ
デ
ザ
イ
ソ
の

T
シ
ャ
ツ
で
し
た
。

T
シ
ャ
ツ
作
成
の
打
合
せ
や
販
売
を

し
て
い
く
う
ち
に
「

T
シ
ャ
ツ
だ
け
で

終
わ
る
の
で
な
く
、
町
の
将
来
を
考
え

る
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
：
・

…
」
と
の
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
思
い
を
同
じ
く
す
る
同
志
で
の

活
動
グ
ル
ー
プ
の
結
成
を
と
、
何
度
か

の
準
備
会
を
重
ね
四
月
七
日
の
旗
揚
げ

と
な
り
ま
し
た
。

会
員
は
、
飲
食
業
、
酒
造
業
、
町
職

員
と
職
種
も
い
ろ
い
ろ
で
平
均
年
齢
も

三
十
歳
代
の
青
年
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し

ま
し
た
。
現
在
で
は
女
性
塾
生
も
加
わ

り
、
塾
内
も
明
る
＜
和
や
か
に
な
り
ま

し
た
。
塾
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
し
た
た
か

に
、
そ
し
て
楽
し
く
。
」
と
に
か
く
考

え
る
よ
り
も
ま
ず
行
動
を
、
そ
し
て
町

を
元
気
に
し
よ
う
と
熱
き
想
い
を
抱
い

て
い
ま
す
。

塾
の
イ
ベ
ソ
ト
と
し
て
、
今
年
四
月

の
花
ま
つ
り
期
間
中
の
四
月

二
十
―――日、

丸
山
公
園
の
し
ゃ
く
な
げ
谷
入
り
口
で

子
供
向
け
の
ミ
ニ
イ
ベ
ソ
ト
を
開
設
。

当
日
は
草
も
ち
、
た
こ
焼
ぎ
、
ダ
ー
ツ

射
的
、
さ
ら
に
着
物
姿
の
茶
娘
に
よ
る

番
茶
の
接
待
も
行
い
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の

花
見
客
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

第
二
弾
は
、
今
年
八
月
に
鹿
野
川
湖

で
開
か
れ
た
全
国
高
校
総
体
漕
艇
競
技

の
記
念

T
シ
ャ
ツ
千
八
百
枚
を
作
成
し

総

体

で

当

町

を

訪

れ

た

選

手

や

町

内

外

の

み

な

さ

ん

に

販

売

し

ま

し

た
。ま
た
、

P 

町づくりについて研修した（帽子が安藤さん） ： 
L---・-----------------------------------------------------------------------' 

こ
の

T
シ
ャ
ツ
の
一
部
（
百

二
十
枚
）
は
大
洲
市
市
木
の

福
祉
施
設
（
大
洲
学
園
）
に

「
運
動
会
な
ど
に
活
用
し
て

も
ら
お
う
…
」
と
寄
贈
し
ま

し
た
。そ
の
他
、
八
月
十
五
日
の

正
山
風
ま
つ
り
参
加
、
十
月

に
は
国
道
一
九
七
号
線
の
ク

リ
ー
ソ
作
戦
も
展
開
し
ま
し

こ。t
 今
年
の
六
月
に
は
県
事
業

の
生
活
文
化
若
者
塾
を
凡
人

未
来
塾
が
受
け
入
れ
、
そ
の

事
業
の
一
環
と
し
て
、
十
月

十
九
日
に
、
町
長
と
の
懇
談

会
を
開
き
ま
し
た
。
「
肱
川

町
の
町
づ
く
り
の
現
状
と
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
肱
川
町
の
町
づ
く
り
、

一
億
円
の
有
効
利
用
、
町
営
団
地
計
画
、

河
辺
川
ダ
ム
問
題
な
ど
に
つ
い
て
町
長

と
塾
生
が
語
り
合
い
ま
し
た
。

町
長
の
町
づ
く
り
や
河
辺
川
ダ
ム
問

題
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
な
ど
、

直
接
意
見
交
換
が
で
き
た
こ
と
、
そ
し

て
塾
と
し
て
今
後
の
研
究
課
題
を
見
い

出
せ
た
こ
と
な
ど
有
意
義
な
懇
談
で
し

こ。
ナ

町
の
未
来
を
考
え
る
凡
人
未
来
塾

ま
た
、
十

一
月
二
十
二
、

二
十
―――日

の
二
日
間
、
生
活
文
化
若
者
塾
の
研
修

事
業
と
し
て
、
広
島
県
作
木
村
へ
塾
生

十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

作
木
村
で
の
研
修
は
、
過
疎
を
逆
手

に
と
る
会
の
代
表
者
で
あ
る
安
藤
周
治

さ
ん
と
交
流
し
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ス
を

プ
ラ
ス
に
切
り
返
し
て
の
町
づ
く
り
を

め
ざ
す
過
疎
を
逆
手
に
と
る
会
は
、
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
三
十

八
都
道
府
県
か
ら
＝
一
百
二
十
人
の
会
員
。

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
二
千
人
に
及
び
、
年

齢
も
二
十
歳
代
か
ら
八
十
歳
代
、
職
種

も
農
・
商
・
工
業
と
多
種
多
様
な
顔
ぶ

れ
の
メ
ン
バ
ー
を
有
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
は
、
全
国
の
仕
掛
人

や
町
づ
く
り
リ
ー
ダ

ー
と
活
動
さ
れ
て

い
る
安
藤
さ
ん
に
町
づ
く
り
、
人
づ
く

り
、
イ
ベ
ソ
ト
の
仕
掛
な
ど
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
聞
き
、
そ
れ
を
今
後
の
塾
活
動
に

役
立
て
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
で
し
た
。

六
時
か
ら
の
交
流
は
、
型
に
入
っ
た

も
の
で
な
く
、
膝
を
交
え
、
鍋
を
つ
つ

ぎ
な
が
ら
、
肱
川
か
ら
持
参
し
た
「
風

の
里
」
を
飲
み
な
が
ら
の
和
や
か
な

ふ
ん
い
き
で
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

し

て
安
藤
氏
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
隣
村
・

島
根
県
羽
須
美
村
の
小
田
さ
ん
が

特
別
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
お
二
人

と
交
流
が
で
き
、
素
晴
ら
し
い
日
と

な
り
ま
し
た
。
翌
日
は
、
安
藤
・
小

田
さ
ん
の
好
意
に
よ
り
、
作
木
村
を

視
察
し
ま
し
た
。
作
木
村
で
は
五
十

億
円
を
投
じ
た
江
の
川
の
護
岸
工
事
、

そ
こ
で
見
た
も
の
は
コ
ソ
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
無
残

な
景
観
と
化
し
た
江
の
川
で
し
た
。

護
岸
工
事
が
計
画
さ
れ
た
時
、
そ
の

9

9

9

9

9

,
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工
法
に
反
対
す
る
住
民
運
動
を
起
こ
し
、

建
設
省
と
協
議
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

つ
い
に
町
や
住
民
の
意
見
は
通
じ
な
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。

次
に
羽
須
美
村
に
立
ち
寄
り
、
自
然

回
帰
の
里
「
は
す
み
」
を
小
田
さ
ん
の
案

内
で
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
都

市
の
人
々
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ニ

年
前
に
建
設
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や

研
修
、
休
養
に
と
広
く
活
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、
安
藤
周
治
さ
ん
、

小
田
博
之
さ
ん
に
会
っ
て
励
ま
し
や
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。
お
二
人
の
意
見
を

総
合
す
る
と
、
『
町
づ
く
り
は
自
分
が

ど
れ
だ
け
変
わ
れ
る
か
、
自
分
が
変
わ

れ
ば
相
手
も
変
わ
る
。
そ
し
て
ま
ち
が

変
わ
る
。
そ
の
た
め
に
は
「
交
流
」
「
旅
」

が
大
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
ま
た
、

自
分
達
が
楽
し
み
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な

人
を
取
り
こ
ん
で
思
い
っ
き
り
や
る
こ

と
。
と
に
か
く
行
動
を
起
こ
す
こ
と
。

そ
し
て
自
分
た
ち
の
夢
を
実
現
し
て
い
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肱
川
の
凡
人
未
来
塾
は
今
年
の
四
月

に
う
ぶ
声
を
あ
げ
た
ば
か
り
で
す
。
で

も
私
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
町
を

大
事
に
し
た
い
、
そ
し
て
い
つ
ま
で
も

子
供
た
ち
ゃ
町
の
人
た
ち
の
歓
声
が
町

中
に
あ
ふ
れ
、
こ
の
町
に
住
ん
で
い
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
町
で
あ
っ
て
ほ
し

い
の
で
す
。
こ
の
思
い
は
み
ん
な
同
じ

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
に
何
か
で
ぎ

る
こ
と
は
な
い
か
、
大
き
な
こ
と
で
な

年
間
約
三
万
人
の

み
な
さ
ん
が
、
公
民

館
を
利
用
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

十
月
二
十
五
日
に

は
、
中
野
小
学
校
の

四
年
生
が
研
修
に
訪

れ
ま
し
た
。

施
設
の
紹
介
や
活

動
を
説
明
し
ま
し
た

が
、
子
供
達
は
熱
心

に
研
修
し
ま
し
た
。

そ
の
感
想
文
が
届
き
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

中

野

小

四

年

大

西

由

希

子

公
民
館
の
み
な
さ
ん
、
研
修
を
さ
せ

て
く
だ
さ
っ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
四
年
生
は
、
あ
の
後
、

地
図
や
、
感
想
を
書
い
て
、
見
学
の
ま

と
め
を
し
ま
し
た
。
と
っ
て
も
上
手
に

公民館を研修して
ー中野小4年生一

く
、
そ
れ
が
コ
ト
興
し
だ
』
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

公民館見学のまとめを発表

風
の
世
界

風
の
旅
・
心
の
地
図

明
日
の
地
方
自
治

松
山
城
は
残
っ
た

私
の
手
作
り

No8

原
色
日
本
切
手
図
鑑
白
本
郵
趣
協
会
猛正期 正恒
編隆雄徹敏夫

購

入

図

書

親
離
れ
で
き
れ
ば
生
ぎ
る
こ
と
は
楽
に

な

る

加

藤

諦

三

母
親
は
な
ぜ
息
子
育
て
が
下
手
か

五

味

常

明

親

が

育

つ

子

も

育

つ

山

崎

万

里

お
か
し
な
子
育
て
お
か
し
な
教
育

佐

藤

守

男

お
母
さ
ん
、
こ
れ
買
っ
て天

野

寛

子

百

姓

の

一

筆

田

中

佳

宏

農
薬
の
話
ウ
ソ
、
ホ
ソ

ト

化
学
工
業
日
報
農
薬
取
材
班

有

機

農

業

の

事

典

植

村

振

作

他

田

舎

一

揆

竹

熊

宜

孝

夢

を

育

て

る

松

下

幸

之

助

明
る
＜
生
ぎ
な
き
ゃ
損
よ高
賀
富
士
子

み
の
む
し
ば
あ
さ
ん
看
病
記
伊

藤

昭

人

生

の

親

戚

大

江

健

三

郎

税

金

が

わ

か

る

本

渡

辺

昌

昭

国
保
が
人
を
殺
す
と
き
西
館

四

十

代

の

幸

福

俵

ぼ
く
が
医
者
を
や
め
た
理
由
永
井

坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
を
探
る
村
上
吉
野
＝一好
坂
田
松
友
松
野

明
静
夫
萌
子

鶯ふれあ
い
ま
つ
リ

ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

●
六
十
五
才
以
上
の
部

・

東

松

代

さ

ん

・
内
田
コ
ト
ヨ
さ
ん

・
山
岡
ヒ
ナ
子
さ
ん

●
年
齢
制
限
な
し
の
部

•
浜
田
雅
子
さ
ん

・
兵
頭
笹
子
さ
ん

・
兵
頭
コ
サ
ト
さ
ん

女 男

松

本

隆

寿

さ

ん

三

井

稔

さ

ん

和
気
マ
サ
子
さ
ん

奥

田

重

美

さ

ん

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
ま
ま
で
よ

り
も
っ
と
公
民
館
の
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。

公
民
館
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
、

お
仕
事
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

男
女
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

南
予
大
会
優
勝

く
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
、
そ

ん
な
気
持
ち
で
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

い
ろ
ん
な
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
や
研
修

事
業
、
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
あ
せ
る
こ
と
な
く
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
一
っ
ず
つ

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ご
教
示
・
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま

す。
な
お
、
活
動
を
共
に
し
て
み
よ
う
と

思
わ
れ
る
方
大
歓
迎
し
ま
す
。

ご
連
絡
下
さ
い
。

（
凡
人
未
来
塾
生
よ
り
…
…
）

胃岩谷
幼
小

P
T
A

県

p
丁

A
大
会

十

一
月
二
十
二
日
の
県

P
T
A
大

会
で
岩
谷
幼
小

P
T
A
（
竹
森
高
幸

会
長
）
が
優
良

P
T
A
と
し
て
、
県

教
育
長
、
県

P
T
A
連
合
会
長
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

桜
の
樹
の
下
で

四
万
十
川

人
生
余
熱
あ
り

城笹渡
山山 辺

三久淳
良〖三一

ファインダー 一劉

「欲
し

い

図

書
館
」

早
い
も
の

で
、
い
つ
の
問
に

か
美
し
か
っ
た
紅
葉
も
散
り
、

夜
の
長
い
冬
の
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。
「
読
書
の
秋
」
と
申
し
ま

す
が
、
私
は
「
読
書
の
冬
」
と
云

う
ほ
う
が
好
き
で
す
。
こ
た
っ

l
—
ー
に
入
っ
て
、
テ
レ
ビ
を
消
し
て

、

冬
の
夜
長
を
読
書
に
浸
る
。
秋
よ
り
も

冬
の
方
が
、
読
書
の
量
は
増
え
る
の
で

す。
公
民
館

の
蔵
書
も
い
つ
の
間
に

か
増

え
、
二
万
冊
を
越
え
ま
し
た
。
図
書
室

は
、
も
う
何
年
か
前
に
い

っ
ぱ
い
に
な

り
、
向
か
い
の
部
屋
、
談
話
室
の
壁
面

も
ぎ
っ
し
り
と
埋
め
て
い
ま
す
。
公
民

館
の
隣
に
保
健
セ
ソ
タ

ー
が
出
来
て
、

講
義
室
の
一
部
を
通
路
に
し

て
か
ら
は
、

そ
の
部
屋
も
第
二
図
書
室
に
使
用
し
、

そ
こ
も
す
で
に
壁
面
は
本
で
ぎ
っ
し
り

と
い
う
状
況
で
す
。
次
は
何
処
へ
本
を

並
べ
よ
う
や
と
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

年
間
八
十
万
か
ら
百
万
円
の
少
な
い

図
書
購
入
の
予
算
で
す
が
、
そ
れ
で
も

三
百
冊
か
ら
四
百
冊
の
図
書
が
新
し
く

入
っ

て
来
る
の
で
す
。

も
う
ぼ
つ
ぼ
つ
図
書
館
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
は
そ
の
町
や
村
に
住
む
人
の

文
化
の
水
準
を
現
し
、
自
治
体
の
文
化

に
対
す
る
理
解
・
熱
意
を
示
す
も
の
だ

と
も
云
わ
れ
ま
す
。
今
、
風
の
町
「
ひ

じ
か
わ
」
に
必
要
な
の
は
図
書
館
'
・

町
立
図
書
館
建
設
へ
の
皆
様
の
理
解

と
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

K
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県
同
和
教
育
研
究
大
会
の
全
体
会
で
、

全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会
常
任
委
員

の
中
山
英
一
先
生
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

二
時
間
半
に
わ
た
り
、
部
落
差
別
解
放

へ
の
熱
い
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
今

も
、
そ
の
感
動
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ほ

い
っ
つ
た
ん

ん
の
一
端
で
す
け
れ
ど
、
こ
の
紙
面
を

か
り
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
山
先
生
の
少
年
時
代
、
そ
れ
は
差

別
の
毎
日
だ
っ

尋

嘉

た

そ

う

で

す

。

心
Nし

[
 

学
校
が
地
獄
だ
っ

。

J

夫

た

、

学

校

ほ

ど

厖
吼

望

ら

秀

冷

た

い

と

こ

ろ

｀

？

か

根

は

な

か

っ

た

と

簾

演

宇

言

わ

れ

圧

場

、

習

講

大

教

育

に

携

わ

る

の

任

者

の

一

人

と

し

生

主

て

胸

に

つ

き

さ

屡
履

先

進

さ

る

も

の

を

感

易

―

推

じ

ま

し

た

。

学

＂

唇

贔

英

育

校

へ

行

け

ば

、

、
つ
も
「
ち
ょ

山
教

中

和

し

蜃塗同
[
[
」
尺
‘

祝

守

差

別

を

受

け

る

詈

唸

の

だ

そ

う

で

す

。
「
ち
ょ
う
り
」
と

い
う
の
は
、
中
山
先
生
の
お
ら
れ
た
地

方
で
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
を
差
別
す

る
時
に
使
わ
れ
て
き
た
言
葉
だ
そ
う
で

す
。
ち
ょ
う
り
と
言
わ
れ
る
と
爆
弾
を

受
け
た
く
ら
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

さ
さ

そ
の
中
山
先
生
を
支
え
続
け
た
の
は
、

友
達
で
も
な
い
、
学
校
の
先
生
で
も
な

い
、
母
ゃ
ん
（
母
親
を
そ
う
よ
ん
で
い

た
）
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
母
ゃ
ん
は
、

差
別
の
た
め
学
校
ヘ
一
日
も
行
け
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
、
字
も
書
け
な
け
れ
ば
、

読
む
こ
と
も
で
ぎ
な
い
。
け
れ
ど
も
、

母
や
ん
は
母
親
と
し
て
一
番
大
切
な
も

の
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
―
つ
は
、
た

く
ま
し
さ
。
困
苦
、
欠
乏
に
耐
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
二
つ
め
は
、
や
さ
し
さ
。

他
人
に
対
し
親
切
で
て
い
ね
い
で
あ
っ

た
。
三
つ
め
は
、
か
し
こ
さ
。
テ
ス
ト

の
点
数
で
表
す
か
し
こ
さ
で
な
く
、
自

分
の
運
命
を
自
分
で
切
り
ひ
ら
く
か
し

こ
さ
が
あ
っ
た
。
母
ゃ
ん
は
、
貧
乏
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
仕
事
が
つ
ら
い
か
ら

と
い
っ
て
泣
き
事
を
言
っ
た
こ
と
は
、

一
度
も
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
母

ゃ
ん
が
、
差
別
で
く
じ
け
そ
う
に
な
る

と
、
私
を
認
め
励
ま
し
て
く
れ
た
。
そ

れ
が
、
私
を
支
え
た
原
動
力
だ
っ
た
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
母
や
ん
も
、

お
う
じ
ょ
う

ち
ょ
う
り
の
こ
と
に
な
る
と
立
ち
往
生

し
て
し
ま
う
。
「
ち
ょ
う
り
っ
て
な
に
、

な
ん
で
み
ん
な
に
ば
か
に
さ
れ
る
ん
。
」

と
聞
く
と
、
あ
の
た
く
ま
し
い
は
ず
の

母
や
ん
が
め
ろ
め
ろ
に
な
り
、
答
え
ら

れ
な
く
な
る
の
だ
そ
う
で
す
。
あ
る
日
、

厳
し
く
問
い
つ
め
る
と
、
涙
を
流
し
な

が
ら
抱
き
寄
せ
、
「
お
ら
に
も
、
わ
か

ら
ん
。
」
と
答
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

同
和
地
区
は
、
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

す
。
差
別
を
受
け
る
い
わ
れ
な
ど
ど
こ

に
も
な
い
の
で
す
。
こ
ん
な
に
も
差
別

し

を
受
け
、
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
理
由
が

わ
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
母
や
ん
の
気

持
ち
を
思
う
と
、
私
は
何
も
言
え
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
、
差
別
に
負
け
、
ぼ
ろ

ぼ
ろ
に
な
っ
て
い
っ
た
現
実
を
見
て
こ

ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
中
山
先
生
は
、

二
十
歳
の
時
、
自
ら
が
解
放
さ
れ
る
糸

ロ
を
つ
か
ん
だ
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
一

つ
は
、
先
ほ
ど
の
母
や
ん
の
励
ま
し
、

も
う
―
つ
は
、
本
気
で
学
習
し
た
こ
と

だ
そ
う
で
す
。
「
ち
ょ
う
り
」
と
は
何
か
、

人
間
と
は
何
か
、
差
別
と
は
何
か
に
つ

い
て
学
習
し
た
。
教
育
・
学
習
は
、
人

間
を
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
力
強
く

語
ら
れ
ま
し
た
。
三
つ
め
は
、
差
別
と

は
何
か
に
つ
い
て
、
今
ま
で
は
自
分
が

悪
い
か
ら
差
別
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た

け
れ
ど
も
、
そ
う
で
は
な
く
い
か
な
る

理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
「
す
る
」
人
間
が

悪
い
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
た
こ
と

だ
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
差
別
さ
れ
る
人

間
ほ
ど
正
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
山
先
生
の
お
兄
さ
ん
は
、
差
別
の

た
め
ふ
る
さ
と
を
捨
て
、
職
業
を
か
え
、

名
字
も
か
え
、
兄
弟
の
縁
ま
で
切
っ
て
、

今
も
自
分
が
同
和
地
区
出
身
者
で
あ
る

こ
と
を
隠
し
続
け
て
生
活
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
そ
う
で
す
。
子
供
に
ま
で
そ
の

こ
と
を
隠
し
て
い
る
：
・
・
:
。
そ
う
さ
せ

て
い
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
、
ま
だ
ま
だ
現
実
に
、
強
く
巨
大
な

差
別
が
社
会
の
中
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
い
う
問
題
が
な
く
な
ら
な
い
限

り
、
真
の
解
放
は
あ
り
得
な
い
と
語
ら

れ
ま
し
た
。
真
の
解
放
と
は
、
我
が
子

に
同
和
地
区
出
身
者
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
、
胸
は
っ

て
語
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
な
る
と

結
婚
し
て
十
八
年
、
二
男
二
女
の

四
人
の
子
育
て
に
明
け
暮
れ
て
い
ま

し
た
ら
、
自
分
だ
け
取
り
残
さ
れ
た

よ
う
な
気
が
致
し
ま
す
。

子
育
て
も
、
子
供
達
が
小
さ
い
頃

の
四
、
五
年
が
一
番
大
変
で
し
た
。

六
月
の
田
植
の
時
期
の
苦
労
が
い
つ

も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
三
反
歩
に
足

ら
な
い
の
に
、
一
人
で
苗
を
と
っ
て

は
植
え
る
の
で
二
十

日
は
十
分
か
か
り
ま

[
[
/
0
 

□
/`
 

れ
て
、
田
植
に
か
か

／

““i

る
日
数
が
十
五
日
、

十
日
と
早
く
な
り
ま

し
た
。子
供
達
が
学
校
へ
行
き
始
め
る
と
、

学
校
の
先
生
方
は
私
に
と
っ
て
も
素

晴
ら
し
い
先
生
で
し
た
。
小
さ
い
学

校
の
よ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何

で
も
相
談
に
の
っ
て
下
さ
り
、
育
児

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
は
か
か
る
ど
こ
ろ
か
、

子
供
達
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
ず
い

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
語
り
つ
く
せ
ま
せ
ん
が
、

f育て〈205〉

笥`壺會型 ¥ミ‘=；、9予子林橋本俊子哀文言写`

:>:［ム／／ ［ 口[[ ; : : i l i 1:: fし。
中
山
先
生
の
講
演
の
一
端
を
紹
介
さ
せ

て
頂
ぎ
ま
し
た
。
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大
谷
小
学
校
（
徳

永
満
男
校
長
、
三
十

六
人
）
と
大
谷
老
人

ク
ラ
プ
（
中
塚
芳
則

会
長
）
で
は
、
「
お
年

寄
り
と
子
供
の
談
話

室
」
を
十
一
月
十
七

日
に
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昔
の
遊

び
や
交
歓
会
を
通
し

て
、
お
年
寄
り
と
子

供
達
の
触
れ
合
い
を

深
め
、
思
い
や
り
の

心
を
育
て
よ
う
と
い

う
ね
ら
い
で
す
。
当

日
は
、
全
校
児
童
・

園
児
に
先
生
方
・
老

人
ク
ラ
プ
会
員
・
保

護
者
な
ど
約
九
十
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

児
童
会
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

一
学
年
か
ら
一
名
づ
つ
が
感
謝
の
作
文

を
発
表
し
ま
し
た
。
続
い
て
真
心
交
換

と
題
し
て
、
子
供
達
か
ら
、
紅
白
も
ち

や
手
作
り
の
石
人
形
・
状
さ
し
な
ど
を

プ
レ
ゼ
ソ
ト
。
こ
れ
に
対
し
て
お
年
寄

り
も
「
学
校
生
活
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
竹
ぽ
う
き
と
ぞ
う
き
ん
を
贈
り
ま
し

こ。t
 交
歓
会
で
は
、
子
供
達
か
ら
紙
芝
居

や
手
品
・
吟
詠
や
合
唱
を
披
露
し
、
老

人
ク
ラ
プ
の
都
谷
文
雄
さ
ん
か
ら
も
昔

の
話
を
面
白
く
、
楽
し
く
聴
か
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昔
の
お
も
ち
ゃ
作
り
で
、

男
子
は
水
鉄
砲
や
紙
鉄
砲
、
女
子
は
お

手
玉
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
楽
し
く
有
意

お年寄りと子供の談話室
大谷小学校⇔大谷老人クラブ

た
。
そ
れ
に
、
た
く
さ
ん
ほ
う
き
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
み
や
や
、
お
寺
の

そ
う
じ
な
ど
、
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
。

そ
れ
を
見
て
、
ぼ
く
た
ち
も
、
お
じ
い

さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
を
、
見
な
ら
わ
な

い
と
い
け
な
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

，`

今
ま
で
、
お
か
し
の
カ
ス
や
、
あ
め
の

カ
ス
な
ど
、
道
路
に
す
て
て
い
た
け
ど
、

こ
れ
は
い
け
ん
と
思
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
だ
け
ど
、
み
ん
な
ま
も
れ

て
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
大
谷
も
も
っ
と
美
し
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
も
、
も
っ お年寄りもたくさん来てくれました

義
な
半
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

六
年
生
の
大
塚
正
樹
君
の
感
謝
の
作

文
を
紹
介
し
ま
す
。

今
日
は
、
ぼ
く
た
ち
の
た
め
に
来
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

と
べ
ん
き
ょ
う
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ま
だ
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
つ
い
て
い
け
な
い

け
れ
ど
、
ぼ
く
た
ち
な
り
に
が
ん
ば
っ

感

謝

集

会

十
一
月
二
十
日
、
正
山
小
学
校
（
宮

部
博
文
校
長
七

0
名
）
で
児
童
会
の
手

に
よ
る
『
感
謝
集
会
』
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
日
頃
児
童
達
が
、
学
校

や
地
域
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々

へ
お
礼
の
意
味
で
の
感
謝
集
会
で
す
。

招
待
さ
れ
た
の
は
、
大
本
前
教
育
長

さ
ん
、
安
川

P
T
A
会
長
さ
ん
、
給
食

セ
ソ
タ
ー
の
寺
尾
調
理
員
さ
ん
、
泉
分

館
長
さ
ん
、
谷
本
長
寿
会
長
さ
ん
、
安

川
正
則
さ
ん
、
谷
本
良
知
さ
ん
、
上
田

建
設
橋
本
専
務
さ
ん
、
曽
我
宇
和
川
駐

在
所
さ
ん
、
宮
部
校
長
先
生
の
十
人
と

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方
で
す
。

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
順
番
に
合

唱
や
合
奏
の
合
間
に
、
代
表
の
児
童
達

が
感
謝
の
作
文
を
朗
読
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
児
童
全
員
が
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
へ
手
紙
を
渡
し
ま
し
た
。

最
後
に
大
本
前
教
育
長
さ
ん
か
ら
、

児
童
へ
お
礼
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
み
な
さ
ん
は
、
先
生
や

ご
両
親
、
地
域
の
人
達
、
み
ん
な
に
支

え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と

に
気
が
つ
い
た
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
こ

と。
み
な
さ
ん
が
一
生
懸
命
働
い
た
り
、

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
見
守
っ

て
い
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
ま
で
も
元
気

で
、
学
校
に
も
あ
そ
び
に
き
て
く
だ
さ

、
o
し勉

強
し
た
り
す
る
姿
を
見
る
の
が
大
好

き
で
す
。

今
年
は
学
校
の
建
築
で
不
便
な
学
校

生
活
だ
け
ど
、
そ
の
中
で
み
ん
な
が
体

験
で
き
な
い
大
き
な
勉
強
が
で
ぎ
た
。

さ
ら
に
み
ん
な
が
立
派
に
成
長
し
て
く

れ
る
こ
と
を
最
高
に
願
っ
て
い
る
と
話

さ
れ
、
な
ご
や
か
な
ふ
ん
い
き
の
内
に

終
了
し
ま
し
た
。

感
謝
の
作
文
の
中
か
ら
安
川
正
則
さ

お礼の演奏……

正
山
小
学
校
児
童
会

ん
へ
の
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

安
川
さ
ん
へ

太
鼓
を
い
た
だ
い
た
り
、
い
ね
の
お

世
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
学
校
に
太
鼓

が
あ
る
の
で
ど
ん
な
と
き
で
も
た
た
け

ま
す
。正
山
の
風
の
ま
つ
り
で
は
、
初
め
て

太
鼓
が
た
た
け
ま
し
た
。

い
ね
は
、
田
植
え
や
い
ね
か
り
ま
で

お
世
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

い
な
き
を
作
っ
て
い
ね
も
お
と
し

て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
多
分
お
い
し
い
お
も

ち
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

い
ね
か
り
を
し
た
こ
と
の
な
い
ぽ
く

ら
に
い
ね
が
育
つ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ぽ
く

は
、
な
え
を
植
え
た
と
き
、
い
つ
大
き

く
な
る
の
か
な
と
か
、
か
れ
な
い
の
か

な
と
心
配
し
ま
し
た
。
で
も
、
安
川
さ

ん
の
お
か
げ
で
い
ね
は
、
じ
ょ
う
ぶ
に

育
ち
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
、
安
川
さ
ん
に
教
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
、
生
活
に
役
立
て
た

い
と
思
い
ま
す
。

ぽ
く
た
ち
は
、
安
川
さ
ん
に
ま
け
な

い
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
川
さ
ん
も
長
生
き
し
て
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。

安
川
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々

か
ら
返
事
や
反
響
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。

五
年

吉

田

哲

哉
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月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話
ヽ

清（家大産洲婦市人東科大医洲院） 1 日 24 - 6868 

（月） 松
（五浦十崎医町院） 44 - 2776 

2 日 泉（大内洲市科東医大洲院） 24 - 6407 

（火）
藤
（五本十崎医町院） 44- 2561 

3 日 松（元大産洲婦市人科中医村院） 24 - 3067 

（水） 植（五木十崎医町院） 44-2215 

7 日 石（川大 、洲内市科若医宮院） 24 - 3306 

（日） 扁（五稿十崎医町院） 44- 2010 

1 4 日 菊（原大洲外市科若医宮院） 24 - 4646 

（日） 佐（々五木整十形外崎科町医院） 43- 0101 

1 5 日 石（村大整洲形I市外科若医宮院） 23 - 5767 

（月）
苧自
内根子医町院） 44-2801 （ 

2 1日 大（洲大洲記市念徳病森院） 25 - 2022 

（日） 芳（我内外子科医町院） 44-,-2560 

28 日 郷（緒大小沙Ii市児西科大医洲I院) 24 - 3936 

（日） 堀
内川子医町院） 43 - 0555 （ 

※変更になる場合かありますので前水って連絡してから

お出かけ下さい。

救 急 病

院

曜 日 病 院 名 電 話

月・火
大沙卜［市立病院

24 - 2151 
（大洲市大沙H)

水
力日 戸 病 院

24 - 5101 
（大洲I市若宮）

木～日
大、洲中央病院

24-4551 
（大沙Iヽ［市 東大、洲）

贔 }8 日
£日ヽ ’日‘ 

‘金-＇ 木ヽィ 程

敷 宕L』-’

喜嘉
正
場

水 谷 覚
集 公 集

今＝ 民 今ニZ=
所所 館 所

時1＇2 2分午時ii >
時1＇2 2分午時0 孟時叶
1110 

時門 間

◎
健
康
相
談

1
月
10
旦
水
）
一保
健
セ
ン
タ
ー
一午

環

2
麟

離
乳
食
の
試
食
会
も
あ
り
ま
す
。

日

程

一
場

所

受
付
時
間

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

日。且

人人心八17 八12 日
, 日-、 -日ー一、 ¢日―、 と日―̀  ←日ヽ

程
‘水-' ‘火-‘ ‘金-＇ ` 水-' ‘金-‘ 

大 正 9 /Jヽ 岩 共
場

谷 山 藪 谷 栄

公 公 集 公 集

民 民 会 民 会
所館 館 所 館 所

； 孟 時
10 

2 

＂ 
間時

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

..．、

I 

◎
1
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

1
月
1
6
日
（
火
）

（
出
す
の
は
1
月
15
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪
．

大
和
・
肱
栄
・

中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
．

大
谷
・
鹿
野
川
地
区

◎
不
用
犬
回
収
日

▽
日
時
1
月
1
6
日
（
火
）

午
前

9
時
ま
で

▽
場
所
保
健
セ
ソ
タ
ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

年
賀
郵
便
物
の
消
印
省
略
に
つ

い
て

◎
行
政
相
談

担

当

相

談

員

福

田

保

西

本

美

喜

子

1
月
5
旦
金
）

坂

恵

子

万

願

寺

睦

江

1
月
22
旦
月
）

相
談
日

▽
場
所

▽
時
間

午
後
1
時
3
0
分
ー
4
時
3
0
分

肱
川
町
公
民
館

画
璽
図
匿
函
―回

◎
相
談
ご
と
案
内

▽

日

時

1
月
5
日
（
金
）

午
後
1
時
3
0
分
ー
4
時
3
0
分

▽
場

所
肱
川
町
公
民
館

▽

相

談

員

福
田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
-
――四ーニ五
0
八

萬
健
獨
⑫
⑧
⑨

十
二
月
十
五
日
か
ら
一

月
七
日
ま

で
に
差
し
出
さ
れ
た
お
年
玉
付
年
賀

葉
書
及
び
表
面
の
見
や
す
い
と
こ
ろ

に
「
年
賀
」
と
朱
書
さ
れ
た
一
般
官
製

葉
書
に
つ
い
て
は
、
全
て
消
印
を
省

略
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
、
十

二
月
二
十
九
日
か
ら

一
月
七
日
ま
で
に
差
じ
出
さ
れ
た
も

の
で
、
当
日
の
日
付
印
で
消
印
を
希

望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
消
印
い
た
し

ま
す
。
お
申
し
出
下
さ
い
。

そ
の
た
め
、

一
月
八
日
以
降
に
つ

き
ま
し
て
も
消
印
さ
れ
て
い
な
い
年

賀
状
が
配
達
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

*
＊
＊
＊
＊

＊
 
＊
 

令
へ
お
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご

ざ

い

ま

す

＊

＊
 

合*

＊

*

＊

*

*

 

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊
 
＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

＊
 
＊
 
*

.

＊
＊
＊
＊
＊
 

谷
田
三
喜
代
さ
ん

(72
歳）

石
河
民
江
さ
ん

(86
歳）

城
戸
オ
ワ
キ
さ
ん

(87
歳）

森
岡
富
士
雄
さ
ん

(88
歳）

あ

ん

な

こ

と

こ
ん
な
こ
と

地
域
で
の
行
事
や
、
ほ
ほ
え

ま
し
い
出
来
事
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

お
伺
い
し
て
取
材
し
、
広
報

や
放
送
で
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。電
話
で
結
構
で
す
。

6
三
四
—
三
＿
ニ
―

役
場
広
報
係
ま
で

柳 見
の
越

上
森
山

敷
水

大
和

冨
永
秀
昭
さ
ん

長

女

貴

子

ち

ゃ

ん
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